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初
め
に

　
「
境
界
」
と
い
う
概
念
は
、
王
国
維
（
一
八
七
七
～
一
九
二
七
（
が
一
九
〇
八
年
に
執
筆
し
た
『
人
間
詞
話
』
（
1
（

に
お
け
る
中
心
的
な
概
念
で

あ
る
。
そ
の
概
念
は
、
そ
の
後
の
中
国
美
学
の
核
心
的
な
概
念
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。『
人
間
詞
話
』
（
2
（

は
、
題
名
か
ら
理
解
す
れ
ば
「
詞

（
3
（

に

つ
い
て
の
理
論
」
で
あ
る
が
、
詩
や
詩
人
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
た
め
、
中
国
の
詩
の
全
般
に
通
用
す
る
理
論
だ
と
言
え
る
。『
人
間
詞
話
』

は
中
国
古
代
の
詩
話
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
、
散
文
体
に
よ
る
箇
条
書
き
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
お
り

（
4
（

、
全
体
的
に
六
十
四
則
の
短
い
文
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
境
界
」
は
、『
人
間
詞
話
』
の
第
一
則
早
々
に
登
場
す
る
。「
一
、
詞
は
境
界
を
以
て
最
上
と
為
す
。
境
界
有
れ
ば
則
ち

自
ら
高
格
を
成
し
、
自
ら
名
句
有
り
。
五
代
、
北
宋
の
詞
独
り
絶
す
る
所
以
は
此
に
在
り

（
5
（

。」
そ
の
後
、
王
国
維
は
「
境
界
と
は
何
か
」
と
い

う
明
瞭
な
定
義
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
造
る
境
」
と
「
写
す
境
」、「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
（
6
（

の
二
つ
で
一
対
の
「
対

概
念
」
を
上
げ
て
、「
境
界
」
を
二
つ
に
分
類
し
て
説
明
を
す
る
。
特
に
「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
例
を
挙

げ
て
説
明
を
し
て
い
る
。

　
「
有
我
の
境
／
無
我
の
境
」
は
今
ま
で
の
研
究
で
最
も
注
目
さ
れ
て
き
た
概
念
で
あ
る
。
研
究
者
た
ち
は
、
「
有
我
の
境
／
無
我
の
境
」
は
明

中
国
美
学
に
お
け
る
詩
の
「
大
我
」（
無
我
の
境
）

明
治
期
日
本
の
中
国
思
想
研
究
に
よ
る
影
響
を
中
心
に

楊

冰

﹃
美
学
芸
術
学
研
究
﹄
36
　
東
京
大
学
美
学
芸
術
学
研
究
室
　
二
〇
一
七
年
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瞭
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
「
境
界
」
と
い
う
概
念
の
意
味
を
解
く
重
要
な
鍵
だ
と
、
直
感
的
に
勘
付
い
た
の
だ
。
今
ま
で
の
主
な
先
行
研
究
で
は
、

「
有
我
の
境
／
無
我
の
境
」
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
美
学
理
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る 

（
7
（

 

。
し
か
し
、
先
行
研
究
に
は
、

一
つ
の
大
き
な
見
落
と
し
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、『
人
間
詞
話
』
の
理
論
形
成
に
お
け
る
日
本
の
思
想
の
影
響
で
あ
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、「
有
我
の
境
」
の
分
析
を
行
な
い 

（
8
（

 

、「
有
我
の
境
」
に
最
も
影
響
を
与
え
た
日
本
の
学
者
を
明
ら
か
に
し
た
。

日
本
の
最
初
の
心
理
学
者
元
良
勇
次
郎
（
一
八
五
八
～
一
九
一
二
（ 

（
9
（

 

で
あ
る
。
王
国
維
は
一
九
〇
二
年
に
元
良
勇
次
郎
の
著
作
『
心
理
学
』（
金

港
堂
、
一
八
九
〇
年
（
と
『
倫
理
学
』（
富
山
房
、
一
八
九
三
年
（
二
冊
を
翻
訳
し
た
。
そ
の
前
年
、
王
国
維
は
日
本
に
渡
っ
て
東
京
物
理
学
校

に
留
学
を
し
て
い
た
が
、
半
年
で
帰
国
し
、
独
学
の
時
期 

（
10
（

 

に
入
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
独
学
時
代
で
元
良
勇
次
郎
の
著
作
を
翻
訳
し
た
の
で

あ
る
。
元
良
勇
次
郎
の
心
理
学
及
び
倫
理
学
理
論
の
基
礎
は
、
彼
が
帝
国
大
学
文
科
大
学
（
現
東
京
大
学
文
学
部
（
で
講
じ
て
い
る
「
精
神
物
理

学
」
で
あ
る
。
彼
の
言
葉
で
言
う
と
「
精
神
の
現
象
を
物
理
学
的
よ
り
学
ぶ
も
の
な
り
」 

（
11
（

 

。
彼
は
心
を
「
物
質
運
動
の
一
変
形
」
と
見
な
し 

（
12
（

 

、

感
情
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
法
の
範
囲
内
に
あ
る
重
力
、
電
気
力
及
び
磁
石
な
ど
」
と
同
一
次
元
の
も
の
と
見
た 

（
13
（

 

。
物
理
学
を
志
し
て
い
た

王
国
維
が
、
精
神
現
象
を
「
物
理
学
的
」
に
分
析
を
す
る
と
い
う
元
良
勇
次
郎
の
理
論
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
精
神
現
象
の
科
学
的
な
根
拠
が

示
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う 

（
14
（

 

。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
元
良
勇
次
郎
の
理
論
は
王
国
維
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
だ
。
元
良
勇
次
郎
の
思
想
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、

「
欧
米
の
心
理
学
で
発
見
さ
れ
た
原
理
」
を
東
洋
の
哲
学
（
儒
学
、
禅
宗
（
の
「
説
明
に
応
用
」
す
る
所
に
あ
る 

（
15
（

 

。
彼
は
仏
教
と
儒
学
を
心
理

学
と
見
な
し 

（
16
（

 

、
儒
学
の
「
心
」
の
概
念
の
本
質
を
「
感
情
」
と
し
て
捉
え
て
い
る 

（
17
（

 

。
王
国
維
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
元
良
勇
次
郎
の
科

学
的
に
研
究
し
た
、
儒
学
の
「
心
」
の
概
念
で
あ
る
。
以
下
、「
有
我
の
境
」
に
お
け
る
、
王
国
維
の
受
け
た
元
良
勇
次
郎
の
影
響
を
筆
者
の
先

行
研
究
を
元
に
簡
潔
に
述
べ
る
。

　
元
良
勇
次
郎
の
『
心
理
学
』
の
「
心
物
相
関
論
」
を
翻
訳
す
る
際
、
王
国
維
は
原
作
の
和
歌
の
例
の
代
わ
り
に
、
白
居
易
の
詩
「
長
恨
歌
」
に

お
け
る
自
然
描
写
の
二
句
「
行
宮
に
月
を
見
れ
ば
心
を
痛
ま
し
む
る
の
色
、
夜
雨
に
鈴
を
聞
け
ば
腸
を
断
つ
の
聲
（
行
宮
見
月
傷
心
色
、
夜
雨
聞
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鈴
断
腸
声
。（」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
月
の
色
は
「
心
を
痛
ま
し
む
色
」
と
し
て
、
鈴
の
音
は
「
腸
を
断
つ
声
」
と
し
て
描
写
さ

れ
て
い
る
。
万
人
に
通
じ
る
視
覚
で
見
れ
ば
、
月
は
同
じ
色
で
あ
る
が
、
自
分
し
か
持
っ
て
い
な
い
心
で
月
を
感
じ
れ
ば
、
自
分
し
か
感
じ
ら
れ

な
い
色
（
心
を
痛
ま
し
む
色
（
と
な
る
。
鈴
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
（
腸
を
断
つ
声
（
。
さ
ら
に
、
彼
は
原
作
に
は
な
い
杜
甫
の
詩
「
春
望
」
も
例

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
（
感
時
花
濺
涙
、
恨
別
鳥
驚
心
。（」
の
二

句
で
あ
る
。
悲
し
む
詩
人
は
、
人
が
楽
し
く
感
じ
る
春
の
花
と
小
鳥
の
さ
え
ず
り
さ
え
も
悲
し
く
感
じ
る
。
詩
人
は
、
万
人
に
共
通
す
る
感
官
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
し
か
持
た
な
い
心
で
外
物
を
感
知
し
て
い
る
。

　
『
人
間
詞
話
』
の
「
有
我
の
境
」
で
王
国
維
の
挙
げ
た
詞
の
例
は
「
春
望
」
と
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
同
じ
く
花
と
鳥
に
対
す
る
感

じ
方
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
有
我
の
境
」
で
挙
げ
ら
れ
た
例
は
「
涙
眼
も
て
花
に
問
え
ど
も
花
は
語
ら
ず
、
乱
紅
飛
ん
で
秋
千
を
過
ぎ

て
去
く
（
涙
眼
問
花
花
不
語
、
乱
紅
飛
過
秋
千
去
。（」、「
可
ぞ
堪
へ
ん
孤
館
春
寒
に
閉
ざ
さ
れ
，
杜
鵑
の
声
裏
に
斜
陽
暮
る
る
に
（
可
堪
孤
館
閉

春
寒
、
杜
鵑
声
裏
斜
陽
暮
。（」
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
の
例
に
対
し
て
、
王
国
維
は
「
我
を
持
っ
て
物
を
観
れ
ば
、
物
は
我
の
色
に
染
ま
る
」
と
説

明
し
て
い
る
。「
観
る
」
と
は
「
心
で
感
知
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
我
」
の
実
態
は
元
良
勇
次
郎
の
心
の
概
念
で
あ
る
。
そ
の

心
は
感
情
を
本
質
と
し
て
い
る
。
元
良
勇
次
郎
の
心
の
概
念
は
、
物
理
精
神
学
の
原
理
で
証
明
し
た
儒
学
の
心
の
概
念
で
あ
る
。
王
国
維
は
、
元

良
勇
次
郎
の
心
理
学
の
角
度
か
ら
作
詩
と
詩
人
の
心
の
関
係
を
「
有
我
の
境
」
と
い
う
概
念
に
表
し
た
。
彼
は
、
詩
人
の
心
を
詩
人
の
「
自
我
」

と
見
な
し
て
い
る
。

　
感
情
と
い
う
も
の
は
、
人
間
の
内
側
に
あ
る
も
の
で
、
目
に
見
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
、
耳
に
聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
時
々
刻
々
に
変
化

し
て
捉
え
よ
う
が
な
い
も
の
だ
。
心
理
学
の
「
心
物
相
関
」
で
考
え
れ
ば
、
詩
人
が
あ
る
瞬
間
に
感
じ
取
っ
た
自
然
物
は
、
そ
の
瞬
間
の
自
分
の

感
情
で
あ
っ
て
、
自
分
の
心
の
表
れ
と
い
え
る
。
そ
の
瞬
間
に
感
じ
た
自
然
物
を
詩
に
描
き
出
す
こ
と
は
、
そ
の
瞬
間
の
感
情
を
経
験
し
て
い
る

自
分
を
描
き
出
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
詩
に
お
け
る
「
有
我
の
境
」
の
誕
生
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
有
我
の
境
」
と
は
、
詩
に

お
け
る
自
然
描
写
で
あ
る
が
、
そ
の
自
然
描
写
は
詩
人
の
瞬
間
的
に
生
き
て
い
る
自
我
の
象
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
物
は
我
の
色
を
著
く
」
の
意



102

味
で
あ
る
。「
乱
紅
飛
ん
で
秋
千
を
過
ぎ
て
去
く
」
の
惨
め
な
姿
の
乱
紅
と
空
っ
ぽ
の
秋
千
、
「
杜
鵑
の
声
裏
に
斜
陽
暮
る
る
に
」
の
悲
鳴
を
あ
げ

る
杜
鵑
と
暗
黒
に
沈
む
斜
陽
、
ど
れ
も
そ
の
瞬
間
を
生
き
て
い
た
詩
人
の
感
情
、
さ
ら
に
そ
の
感
情
を
経
験
し
た
そ
の
瞬
間
の
詩
人
の
自
我
の
象

徴
で
あ
る
。
そ
の
自
我
は
、
心
理
学
的
な
自
我
だ
が
、
西
洋
的
な
も
の
で
は
な
く
、
儒
学
的
な
情
を
本
質
と
す
る
自
我
で
あ
る
。

　
も
し
自
我
の
誕
生
（
有
我
の
境
（
が
境
界
の
誕
生
の
前
提
と
解
す
な
ら
ば
、「
無
我
の
境
」
と
い
う
の
は
、
境
界
に
な
ら
な
い
前
提
と
解
せ
る
。

し
か
し
、
王
国
維
は
「
無
我
の
境
」
も
「
境
界
」
を
有
す
る
と
い
う
。
そ
れ
で
は
王
国
維
の
い
う
「
無
我
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
本

論
文
は
「
無
我
の
境
」
の
分
析
を
行
い
、「
無
我
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
「
無
我
の
境
」
が
如
何
な
る
境
界
な
の
か
を
探
り
た
い
。

一
、
無
我
の
境
に
お
け
る
「
新
た
な
自
我
」

一－

一
　
経
験
的
な
我－

陶
淵
明
の
「
飲
酒
五
」
　

　
ま
ず
、
王
国
維
の
挙
げ
た
二
つ
の
「
無
我
の
境
」
の
例
を
詳
し
く
見
よ
う
。「
菊
を
采
る 

東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て 

南
山
を
見
る
。（
采
菊
東

籬
下
，
悠
然
見
南
山
。（」、「
寒
波
澹
澹
と
起
こ
り
、
白
鳥
悠
悠
と
下
る
。（
寒
波
澹
澹
起
，
白
鳥
悠
悠
下
。
（
」「
有
我
の
境
」
で
各
句
の
文
字
数
が

一
定
で
は
な
い
「
詞
」
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、「
無
我
の
境
」
で
は
各
句
の
文
字
数
が
一
定
す
る
「
詩
（
五
文
字
古
詩
（
」
を
例
に
挙
げ
て

い
る
。
だ
が
、「
有
我
の
境
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
無
我
の
境
」
の
二
つ
の
例
に
お
い
て
も
花
や
鳥
、
山
、
川
な
ど
の
自
然
物
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
王
国
維
の
挙
げ
た
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
の
一
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
分
は
、
詩
の
断
片
に
過
ぎ
ず
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
、
彼
が
例
示

し
た
詞
の
「
二
句
」
だ
け
の
分
析
に
止
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
王
国
維
は
な
ぜ
そ
の
詞
の
「
一
部
」
だ
け
を
選
ん
だ
の
か
。
ま
た
、

そ
の
一
部
を
選
ん
だ
理
由
は
何
か
。
詩
の
全
体
か
ら
切
り
出
し
た
、
こ
れ
ら
の
風
景
描
写
だ
け
を
分
析
し
て
も
「
無
我
の
境
」
を
正
し
く
理
解
す

る
事
は
で
き
な
い
。
詩
の
全
体
を
理
解
し
た
上
で
、
更
に
こ
れ
ら
の
自
然
に
関
わ
る
描
写
の
持
つ
意
味
を
分
析
し
、
初
め
て
「
無
我
の
境
」
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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「
無
我
の
境
」
の
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
晋 

（
18
（

 

末
期
の
詩
人
陶
淵
明
（
三
六
九
年
～
四
二
七
年
（
の
「
飲
酒
詩
そ
の
五
」
（
以
下
、「
飲
酒
五
」

と
い
う
。（ 

（
19
（

 

と
金
朝 

（
20
（

 

末
期
の
詩
人
・
文
学
家
の
元
好
問
（
一
一
九
〇
年
～
一
二
五
七
年
（
の
「
穎
亭
留
別
」
で
あ
る
。
生
き
る
時
代
は
八
百

年
も
隔
て
て
い
る
が
、
二
人
の
詩
人
は
関
連
性
を
有
し
て
い
る
。

　
陶
淵
明
の
詩
は
後
代
の
多
く
の
文
人
達 

（
21
（

 

に
愛
さ
れ
た
。
元
好
問
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
。
元
好
問
は
陶
淵
明
の
詩
に
対
し
て
「
一い

ち

ご語
　

天て
ん
ね
ん然

　
万ば

ん

こ古
新あ

ら

た
な
り
、
豪ご

う

か華
　
落ら

く
じ
ん尽

し
て
真

し
ん
じ
ゅ
ん

淳
を
見
る
（
一
語
天
然
万
古
新
，
豪
華
落
尽
見
真
淳
。
（
」（『
論
詩
三
十
首
』（。
ど
の
一
語
を
と
っ

て
も
す
べ
て
自
然
で
永
遠
に
新
鮮
さ
を
失
わ
ぬ
、
粉
飾
を
す
っ
か
り
か
な
ぐ
り
す
て
た
淳
朴
そ
の
も
の
の
姿
を
見
せ
て
い
る
か
ら
だ 

（
22
（

 

。
そ
の

評
価
は
陶
淵
明
の
詩
の
良
さ
を
最
も
捉
え
て
い
る
と
現
代
の
研
究
者
に
評
価
さ
れ
て
い
る 

（
23
（

 

。
ま
た
、
元
好
問
は
陶
淵
明
の
詩
作
を
意
図
的
に

真
似
て
い
た
と
、
研
究
者
た
ち
に
指
摘
さ
れ
て
い
る 

（
24
（

 

。
現
に
、
元
好
問
は
「
潁
亭
留
別
」
と
同
じ
年
（
一
二
二
五
年
（
に
陶
淵
明
の
「
飲
酒

二
十
首
」
を
真
似
て
「
飲
酒
五
首
」
と
「
後
飲
酒
五
首
」
を
創
作
し
た
。
す
な
わ
ち
、
元
好
問
は
陶
淵
明
の
詩
風
を
継
承
す
る
詩
人
で
あ
る
。

　
王
国
維
が
こ
こ
で
選
ん
だ
陶
淵
明
の
「
飲
酒
五
」
は
彼
の
『
飲
酒
詩
』
全
二
十
首
の
中
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
詩
の
具
体
的
な

創
作
年
は
五
つ
の
説
が
あ
っ
て
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
陶
淵
明
が
最
後
の
官
職
・
彭
沢
県
の
県
令
を
辞
め
た
後
、
故
郷
の
江
州
の
尋
陽
郡
（
現
江

西
省
（ 

（
25
（

 

に
戻
っ
て
畑
を
耕
す
生
活
を
送
っ
た
時
期
に
集
中
し
て
い
る 

（
26
（

 

。「
飲
酒
二
十
首
」
の
最
初
に
書
か
れ
た
「
序
」
か
ら
飲
酒
二
十
首
の

描
か
れ
た
背
景
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
閑
居
し
た
生
活
は
楽
し
み
が
な
い
た
め
、
良
い
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
た
後
、
自
ら
を
楽
し
ま
せ

る
た
め
に
書
い
た
と
い
う 

（
27
（

 

。
二
十
首
の
多
く
は
陶
淵
明
の
人
生
に
対
す
る
思
考
が
述
べ
ら
れ
て
い
る 

（
28
（

 

。
し
か
し
、「
飲
酒
五
」
は
そ
れ
ら

の
思
考
は
一
切
触
れ
ず
に
、
陶
淵
明
の
日
常
の
生
活
と
身
近
な
自
然
環
境
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、「
飲
酒
五
」
を
見
よ
う
。

　
廬

い
ほ
り

を
結
ん
で
人ひ

と
の
よ境

に
在
り
、
而し

か

も
車
馬
の
喧

か
ま
び
す

し
き
無
し
。
君
に
問
ふ

　
何

い
か
に

し
て
能
く
爾し

か

る
か
と
、
心
遠
ざ
か
り

　
地

自
お
の
づ
か

ら
偏
れ
ば
な
り
。

菊
を
采
る

　
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
。
山
気

日
ゆ
う
べ

夕
に
佳

う
る
は

く
、
飛
鳥

　
相う

ち
つ
れ與

て
還
る
。
此
の
中
に
こ
そ
真
意
あ
れ
、
辨べ

ん

ぜ
ん

と
欲ほ

っ

し
て
已
に
言
を
忘
る
。
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陶
淵
明
が
官
を
辞
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
辞
め
た
直
後
に
書
い
た
「
帰
去
来
辞
」
で
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
自
ら
心
を
以
て
形
の
役
を
為
す
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
形
と
い
う
意
味
を
見
よ
う
。
「
形
」
の
代
わ
り
に
「
口
腹
」
も
用
い
ら
れ
「
皆
口
腹
の
自

ら
役
せ
し
な
り
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
形
と
は
、
生
理
的
な
身
体
を
意
味
し
て
い
る
。
生
理
的
な
身
体
の
飲
食
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
た
め

に
、
心
の
望
ま
な
い
こ
と
を
す
る
と
理
解
で
き
る
。

　
陶
淵
明
が
生
き
て
い
た
東
晋
末
期
は
、
軍
閥
た
ち
が
相
次
い
で
造
反
し
、
中
央
政
権
に
襲
い
か
か
っ
て
天
下
を
取
ろ
う
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ

た 

（
29
（

 

。
「
帰
去
来
辞
」
の
序
に
も
「
時
に
於
て
風
波
ま
だ
静
ま
ら
ず
」
と
戦
が
絶
え
な
い
様
子
を
語
っ
て
い
る
。
人
間
の
権
力
へ
の
欲
望
が
膨
張

し
て
い
る
政
治
の
世
界
で
は
、
平
和
な
時
代
よ
り
も
険
悪
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
二
句
を
文
字
の
通
り
読
め
ば
、
人
が
賑

わ
う
里
に
家
を
作
っ
た
が
、
車
馬
の
や
か
ま
し
さ
を
感
じ
な
い
、
と
解
せ
る
。
だ
が
、
当
時
の
「
車
馬
」
と
は
荷
車
の
類
で
は
な
く
、
官
僚
専
用

の
乗
り
物
で
あ
る
た
め 

（
30
（

 

、
も
う
少
し
深
い
意
味
が
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
欲
望
に
騒
め
い
た
世
の
中
に

生
き
て
い
る
が
、
自
分
の
心
は
動
じ
な
い
と
、
理
解
で
き
る
。
心
の
高
潔
さ
が
表
現
さ
れ
た
、
屈
原
の
「
世
を
挙
げ
て
皆
濁
れ
る
に
、
我
独
り
清

め
り
（
挙
世
皆
濁
、
我
独
清
。（」
に
近
い
意
味
だ
と
考
え
る
。
次
は
三
、
四
句
の
詩
人
の
自
問
自
答
の
箇
所
に
焦
点
を
向
け
た
い
。

　
「
君
に
問
ふ
　
何
し
て
能
く
爾
る
か
と
、
心
遠
ざ
か
り
　
地
自
ら
偏
れ
ば
な
り
。
」
何
故
そ
れ
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
心
が
遠
け
れ
ば
、
住

む
地
も
自
ず
か
ら
辺
鄙
に
な
れ
る
か
ら
だ
。
陶
淵
明
は
身
体
よ
り
心
の
感
覚
を
重
ん
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
身
体
と
し
て
の
自
身
が
ど
こ
に
在
る

か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
心
と
し
て
の
自
身
が
ど
こ
に
在
る
か
に
よ
っ
て
自
分
の
居
場
所
が
定
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る 

（
31
（

 

。
自
分
の

心
を
「
風
波
ま
だ
静
ま
ら
ぬ
」
世
の
中
か
ら
遠
ざ
け
れ
ば
、
詩
人
自
身
も
自
ら
の
静
か
な
世
界
に
居
ら
れ
る
。
自
問
自
答
を
通
じ
て
、
陶
淵
明
は

自
ら
の
内
面
を
見
つ
め
て
い
る
。

　
で
は
、
詩
人
の
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
詩
人
の
自
問
に
続
き
、
詩
の
読
み
手
の
私
た
ち
は
、
詩
人
の
心
の
所
在
を
問
い
か
け
た
く
な

る
。
そ
こ
で
、
王
国
維
の
選
ん
だ
「
無
我
の
境
」
の
二
句
が
始
ま
る
。「
菊
を
采
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
。
」
私
た
ち
の
視
線
は
、

菊
を
摘
み
取
っ
て
頭
を
上
げ
た
詩
人
の
視
線
に
導
か
れ
、
ふ
っ
と
彼
の
家
の
南
方
に
位
置
す
る
廬
山
（
江
西
省
（
、
別
名
南
山
が
「
目
に
映
る
」。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
見
（
見
る
（」
と
い
う
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
飲
酒
五
」
が
最
初
に
収
録
さ
れ
た
梁
の
時
代
の
『
文

選
』
及
び
唐
代
の
『
芸
文
類
集
』
で
は
「
見
」
で
は
な
く
、「
望
（
眺
め
る
（」
と
い
う
動
詞
で
あ
っ
た 

（
32
（

 

。
だ
が
、
陶
淵
明
の
詩
が
最
も
評
価

さ
れ
て
い
る
宋
代
に
な
っ
て
、
官
僚
で
文
学
者
の
蘇
東
坡
は
、「
陶
淵
明
は
菊
を
採
っ
て
山
を
見
た
と
い
う
表
現
は
最
も
妙
で
あ
る
。「
望
」
の
説

も
あ
る
が
、
そ
の
説
に
従
え
ば
、
詩
の
神
気
が
全
部
失
わ
れ
て
し
ま
う
。」
と
「
見
」
の
妥
当
性
を
主
張
し
て
い
る
（
『
東
坡
題
跋
』
卷
二
「
淵
明

飲
酒
詩
後
」（ 

（
33
（

 
。
そ
れ
以
来
、
「
見
」
の
説
が
定
着
し
、
王
国
維
の
見
方
も
「
見
」
の
説
を
取
っ
て
い
る
。
筆
者
も
「
見
」
と
い
う
字
に
注
目
し

た
い
。

　
「
見
」
と
い
う
字
の
持
つ
幾
つ
か
の
意
味
の
中
に
、「
目
に
接
し
て
能
く
物
を
辨
別
す
る
な
り
（
中
庸
、
「
視
之
而
不
見
」（
」
と
い
う
他
動
詞
の

意
味
と
「
顕

あ
ら
は

な
り
」
と
い
う
自
動
詞
の
意
味
が
あ
る 

（
34
（

 

。
前
者
の
場
合
は
、
陶
淵
明
が
主
語
で
、
見
る
主
体
で
あ
る
。
南
山
が
目
的
語
で
見
ら

れ
る
客
体
で
あ
る
。
陶
淵
明
は
悠
然
と
南
山
を
目
に
し
た
と
理
解
出
来
る
。
だ
が
、
後
者
の
「
顕
な
り
」
の
意
味
で
考
え
る
場
合
は
、
主
語
（
主

体
（
が
陶
淵
明
で
は
な
く
、
南
山
と
な
る
。「
南
山
が
悠
然
と
陶
淵
明
の
目
の
前
に
現
れ
た
」
と
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
「
見
」
と
い
う
字

が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
詩
人
と
南
山
は
ど
ち
ら
も
主
体
と
し
て
考
え
ら
れ
、「
悠
然
」
が
詩
人
の
心
境
と
南
山
の
雰
囲
気
と
い
う
両
者
の
修
飾
に

な
り
う
る 

（
35
（

 

。

　
後
者
の
解
釈
を
採
れ
ば
、
詩
人
の
心
の
所
在
に
対
す
る
私
た
ち
の
問
い
に
答
え
が
得
ら
れ
る
。
わ
た
し
た
ち
の
視
線
が
南
山
に
導
か
れ
る
と
共

に
、
詩
人
の
心
も
、
悠
然
た
る
南
山
に
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
悠
然
た
る
南
山
は
陶
淵
明
の
心
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
山
の
風

景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
夕
方
の
南
山
の
光
景
は
素
晴
ら
し
い
、
鳥
た
ち
が
連
れ
立
っ
て
山
の
巣
に
帰
っ
て
い
く
」
。
夕
方
の
柔
ら
か
い
光
に
、

山
の
巣
に
帰
っ
て
い
く
鳥
た
ち
の
姿
。
ま
さ
に
悠
然
な
風
景
で
あ
る
。

　
陶
淵
明
の
「
飲
酒
詩
そ
の
四
」（
以
下
、「
飲
酒
四
」
と
い
う
。（
に
も
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
羽
の
鳥
は
、
仲
間
か
ら
は
ぐ
れ
て
日
が
暮
れ

て
も
せ
か
せ
か
と
飛
び
続
け
る
。
そ
の
鳥
は
帰
る
べ
き
塒
と
て
な
く
、
さ
ま
よ
い
つ
つ
、
夜
ご
と
に
そ
の
声
は
悲
し
げ
と
な
る
。
一
本
だ
け
茂
っ

て
い
る
高
い
松
の
木
を
見
つ
け
て
、
鳥
は
向
か
っ
て
い
く
。
詩
の
最
後
で
鳥
の
心
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
松
の
木
に
身
を
託
す
る
に
は
心
強
く
、
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千
年
た
り
と
も
こ
こ
か
ら
は
離
れ
ず
に
い
つ
ま
で
も
こ
こ
に
い
よ
う
と
い
う 

（
36
（

 

。

　
「
飲
酒
四
」
で
描
か
れ
て
い
る
鳥
と
松
は
、
陶
淵
明
の
実
際
に
目
に
し
た
現
実
的
な
自
然
物
と
い
う
よ
り
、
陶
淵
明
の
虚
構
で
あ
っ
て
象
徴
的

な
描
写
だ
と
推
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
一
羽
の
鳥
は
、
政
治
の
世
界
に
孤
独
感
を
感
じ
て
心
の
拠
り
所
を
探
し
求
め
る
詩
人
の
精
神
世
界
の
象

徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
陶
淵
明
は
自
然
物
「
松
」
や
「
蘭
」
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分
の
内
面
を
象
徴
的
に
描
き
出
す
手
法
を
好
ん
で
詩
に
用
い
て

い
る 

（
37
（

 

。
た
だ
、
「
飲
酒
四
」
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
飲
酒
五
」
に
は
「
菊
を
摘
み
取
る
」
と
い
う
日
常
的
な
行
動
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
後
に
登
場
す
る
、
ふ
っ
と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
南
山
、
南
山
の
塒
に
帰
っ
て
い
く
鳥
た
ち
も
詩
人
の
実
際
に
見
た
自
然
物
に
違
い
な
い
。

つ
ま
り
、「
飲
酒
五
」
は
、
陶
淵
明
の
虚
構
で
は
な
く
、
実
際
の
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
詩
な
の
で
あ
る
。

　
詩
の
最
後
に
「
此
の
中
に
こ
そ
真
意
あ
れ
、
辨
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る
」
と
、
詩
が
幕
を
閉
じ
る
。
詩
人
の
い
う
「
此
の
中
」
と
は
鳥

た
ち
が
帰
っ
て
い
く
夕
方
の
南
山
の
風
景
で
あ
る
。「
真
意
あ
れ
、
辨
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る
」
と
い
う
の
は
、
荘
子
の
思
想
が
使
わ
れ

て
い
る
と
さ
れ
て
き
た 

（
38
（

 

。
そ
の
理
由
は
こ
こ
の
「
辨
」
は
荘
子
の
「
辯
」
と
理
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
荘
子
は
、
聖
人
は
「
聖
人
議
し
て

辯
ぜ
ず
（
聖
人
議
而
不
辯
（」 

（
39
（

 

、「
大
道
は
称
せ
ら
れ
ず
、
大
辯
は
言
は
ず
（
大
道
不
稱
，
大
辯
不
言
。
（」 

（
40
（

 

と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

「
言
を
忘
れ
る
」
と
い
う
の
も
荘
子
の
思
想
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
言
は
意
に
あ
る
所
以
な
り
、
意
を
得
て
言
を
忘
れ
る
（
言
者

所
以
在
意
，
得
意
而
忘
言
（」
と
い
う
の
は
よ
く
知
ら
れ
る
荘
子
の
言
葉
で
あ
る
。
荘
子
は
、
老
子
と
同
じ
く
真
理
（
道
（
は
言
語
で
表
現
で
き

な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
荘
子
の
「
言
を
忘
れ
る
」
と
い
う
の
は
言
語
で
表
現
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
荘
子
は
哲
学
者
で
あ
る
が
、
陶
淵
明
は
詩
人
で
あ
る
。
同
じ
言
語
で
あ
っ
て
も
、
哲
学
者
で
あ
る
荘
子
の
い
う
「
言
」
は
「
哲
学
の
言
語
」
で
、

詩
人
で
あ
る
陶
淵
明
の
い
う
「
言
」
は
「
詩
の
言
語
」
で
あ
る
。
詩
人
は
言
語
の
表
現
能
力
に
長
け
て
い
る
。
ど
ん
な
感
情
で
も
言
語
に
転
換
さ

せ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
詩
人
な
の
で
あ
る
。
そ
の
両
者
の
違
い
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
詩
の
言
語
を
忘
れ
る
」
と
い
う
状
況
は
、
詩
の
言
語
に
す

る
材
料
と
し
て
の
内
面
の
感
情
が
湧
き
上
が
ら
な
い
時
で
あ
っ
た
り
、
言
語
を
駆
使
で
き
な
い
時
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
陶
淵
明
は
、
得
ら
れ
た
真
意
を
言
語
で
表
現
で
き
な
い
も
の
だ
と
、
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
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「
飲
酒
詩
そ
の
十
四
」
に
は
友
人
達
と
酒
を
飲
む
時
に
「
覚
え
ず
我
れ
有
る
を
知
る
を
」 

（
41
（

 

と
忘
我
の
境
に
入
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
飲
酒
五
」
に
お
い
て
も
、
陶
淵
明
の
「
忘
言
」
は
同
じ
く
「
覚
え
ず
我
れ
有
る
を
知
る
を
」
と
い
う
忘
我
の
状
態
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
已
」
と
い
う
字
で
は
な
く
、「
忽
」
と
い
う
字
の
説
も
あ
る 

（
42
（

 

。「
忽
」
と
い
う
字
は
、
瞬
間
的
な
体
験
を
表
し
て
い
る
。
前
文
で
述
べ

た
よ
う
に
、
飲
酒
全
二
十
首
は
全
て
酒
に
酔
っ
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
酒
に
酔
っ
た
陶
淵
明
は
菊
を
摘
み
取
っ
て
ふ
っ
と
南
山
を
見
た
。

そ
の
瞬
間
、
南
山
の
風
景
に
見
惚
れ
て
、
我
を
忘
れ
た
。

　
陶
淵
明
の
忘
れ
た
我
は
、
詩
人
で
あ
る
我
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
感
情
を
持
つ
我
で
、
言
語
を
操
れ
る
我
で
あ
る
。
た
だ
、
詩
に
は
、
陶
淵
明
の

真
意
を
経
験
す
る
我
が
残
さ
れ
て
い
る
。
感
情
的
な
我
、
知
的
な
我
が
消
え
た
後
、
経
験
的
な
我
が
浮
か
び
上
が
る
。
真
意
を
得
ら
れ
た
と
同
時

に
、
彼
は
経
験
的
な
我
、
真
の
我
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一－

二
　
宇
宙
即
ち
我－

元
好
問
の
「
潁
亭
留
別
」

　
「
無
我
の
境
」
の
第
二
の
例
、「
寒
波
澹
澹
と
起
こ
り
，
白
鳥
悠
悠
と
下
る
。（
寒
波
潺
潺
起
，
白
鳥
悠
悠
下
。（
」
元
好
問
の
詩
「
穎
亭
留

別
」 

（
43
（

 

の
二
句
で
あ
る
。
こ
の
詩
も
ま
た
陶
淵
明
と
同
じ
く
、
元
好
問
が
官
職
を
辞
め
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
官
職
を
辞
め
た
元
好
問

は
故
郷
に
戻
る
途
中
に
友
人
た
ち
に
会
い
、
ま
た
別
れ
を
告
げ
て
故
郷
に
赴
く 

（
44
（

 

。
詩
の
最
初
の
「
故
人
分
攜
を
重
ん
じ
、
流
れ
に
臨
み
て
歸

駕
を
駐
む
」
と
い
う
二
句
は
、
見
送
る
友
人
と
の
別
れ
の
際
、
川
の
傍 

（
45
（

 

で
餞
別
の
詩
を
作
っ
た
と
い
う
詩
の
背
景
が
描
か
れ
て
い
る 

（
46
（

 

。
つ

ま
り
、
陶
淵
明
の
「
飲
酒
五
」
と
同
じ
く
実
際
の
体
験
に
基
づ
い
て
創
ら
れ
た
詩
作
で
あ
る
。「
流
れ
に
臨
み
て
」
詩
を
作
っ
た
と
い
う
表
現
は
、

陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
に
あ
る
「
清
流
に
臨
み
て
詩
を
賦
す
」
を
連
想
さ
せ
る
。

　
故
人

　
分
攜
を
重
ん
じ
、
流
れ
に
臨
み
て
歸
駕
を
駐と

ど

む
。
乾
坤

　
清
眺
を
展
べ
。
萬
景

　
相
い
借よ

る
が
若
し
、
北
風

　
三
日
の
雪

　
太
素

　

元
化
を

秉
つ
か
さ
ど

る
。
九
山

　
鬱
と
し
て
崢
嶸
た
り
、
瞭

ま
っ
た

く
陵
跨
を
受
け
ず
。
寒
波

　
澹
澹
と
し
て
起
り
、
白
鳥

　
悠
悠
と
し
て
下
る
。
歸
る
を
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懷
う
人
は
自
ら
急
に
し
て
、
物
態
　
本も

と
閑
暇
た
り
。
壺
觴
　
吟
嘯
に
負
き
、
塵
土
　
悲
咤
に
足
る
。
首
を
亭
中
の
人
に
回め

ぐ

ら
せ
ば
、
平
林
　

淡
と
し
て
　
畫
の
如
し
。

　
友
人
た
ち
は
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
た
め
、
詩
人
は
一
旦
馬
車
を
駐
め
る
。
そ
の
時
、
詩
人
は
潁
水
の
周
辺
に
広
が
る
天
地
（
乾
坤
（
を
眺
め

る
。
人
も
含
め
、
万
物
は
繋
が
り
を
持
っ
て
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
る
（
相
借
（ 

（
47
（

 

。
北
風
が
吹
き
出
し
て
か
ら
三
日
間
雪
が
降
り
続
い
て
い

る
。
天
地
万
物
を
形
成
す
る
質
料
の
太
素 

（
48
（

 

は
、
万
物
の
本
源
的
な
発
展
（
元
化
（ 

（
49
（

 

を
掌
っ
て
い
る
。

　
風
と
雪
の
中
、
全
身
で
自
然
を
感
じ
た
詩
人
は
、
万
物
の
形
成
と
発
展
を
司
る
、
宇
宙
の
原
理
を
連
想
し
た
。
陶
淵
明
に
も
宇
宙
の
原
理
を
詠

う
詩
作
が
あ
る
。「
萬
理
は
自
か
ら
森
と
し
て
著
わ
る
」（「
神
釈
」（。
万
物
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
た
法
則
、
原
則
で
様
々
な
形
を
と
っ
て
厳
然

と
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
意
味 
（
50
（

 
。
陶
淵
明
も
元
好
問
も
、
自
然
を
単
な
る
美
し
い
風
景
と
し
て
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
宇
宙
の
原

理
を
悟
ら
せ
る
と
い
う
哲
学
的
な
次
元
で
捉
え
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
陶
淵
明
の
よ
う
に
、
元
好
問
の
目
に
も
山
が
映
さ
れ
る
。
草
木
の
茂
っ
て
い
る
青
々
と
し
て
い
る
九
つ
の
山 

（
51
（

 

は
高
峻
な
様
子
で
、

全
く
侮
辱
さ
れ
ず
、
踏
み
躙
ら
れ
な
い
と
、
元
好
問
が
感
じ
た
。「
陵
」
は
、「
侵
侮
」
を
意
味
し 

（
52
（

 

、
「
跨
」
は
胯
に
も
通
用
し
、
両
股
の
間
の

意
味
で
侮
辱
を
受
け
る
意
味
（
韓
信
の
股
く
ぐ
り
（
が
あ
る 
（
53
（

 

。
元
好
問
の
年
表
に
よ
る
と
、
「
潁
亭
留
別
」
が
作
ら
れ
た
一
二
二
五
年
の
一
四

年
前
か
ら
、
元
好
問
の
祖
国
の
金
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
が
率
い
る
元
に
侵
略
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
十
一
年
前
、
元
好
問
の
兄
元
好
古
が
元

軍
に
殺
害
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
の
五
年
間
、
元
好
問
は
母
親
を
連
れ
て
元
軍
か
ら
逃
げ
続
け
て
い
た 

（
54
（

 

。
現
実
の
世
界
で
侵
略
軍
に
屈
辱
的
な
経

験
を
さ
れ
て
い
る
が
、
自
ら
の
精
神
世
界
は
決
し
て
侵
略
者
に
屈
服
せ
ぬ
気
高
さ
を
持
っ
て
い
る
。
山
々
の
描
写
を
通
じ
て
、
元
好
問
は
自
ら
の

精
神
世
界
を
象
徴
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。
陶
淵
明
と
同
じ
よ
う
に
、
元
好
問
の
精
神
的
な
気
高
さ
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
詩
が
中
盤
に
入
っ
た
時
、
王
国
維
の
選
ん
だ
「
無
我
の
境
」
の
二
句
が
続
く
。
詩
人
の
目
に
、
流
れ
て
い
る
潁
水
と
降
っ
て
く
る
白
い
鳥
た
ち

が
映
っ
て
い
る
。「
寒
波
澹
澹
と
起
こ
り
，
白
鳥
悠
悠
と
下
る
」。「
澹
」
と
い
う
字
は
淡
と
共
通
し
、「
澹
澹
」
は
水
が
緩
や
か
に
流
れ
る
様
子
を



109

表
し
、「
悠
悠
」
は
鳥
た
ち
の
動
き
が
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
冷
た
い
潁
水
が
緩
や
か
に
流
れ
、
白
い
鳥
た
ち 

（
55
（

 

が
ゆ
っ

く
り
と
降
り
て
く
る
。

　
注
目
し
た
い
の
は
、
陶
淵
明
の
「
悠
然
」
に
対
し
て
、
元
好
問
は
「
悠
悠
」
を
用
い
て
い
る
。
王
国
維
が
挙
げ
た
こ
の
二
つ
の
例
と
も
、「
悠
」

と
い
う
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
悠
」
は
「
遠
な
り
。
ま
た
、
閑
暇
の
貌
」
と
い
う
意
味
を
持
つ 

（
56
（

 

た
め
、
広
々
と
し
て
い
る
空
間
と
綿
々
た

る
時
間
を
表
し
て
い
る
と
理
解
出
来
る
。「
飲
酒
五
」
の
「
悠
然
」
以
外
に
、
陶
淵
明
は
他
の
詩
に
も
「
悠
」
の
字
を
用
い
て
自
然
を
表
現
し
た
。

「
宇
宙
　
一
に
何
ぞ
悠
た
る
、
人
生
　
百
に
至
る
こ
と
少
な
り
」。
宇
宙
の
無
限
な
空
間
と
時
間
は
「
悠
」
を
通
じ
て
表
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、「
悠
々
」
の
字
と
呼
応
す
る
よ
う
に
「
歸
る
を
懷
う
人
は
自
ら
急
に
し
て
、
物
態
本
と
閑
暇
た
り
」
と
「
閑
暇
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
閑
」
と
「
悠
」
は
合
わ
せ
て
「
悠
々
閑
々
」、「
悠
々
閑
適
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
っ
て
相
互
近
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
間
暇
な
る
自
然
、
旅
に

急
ぐ
自
分
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。「
澹
澹
」
と
「
悠
々
」
は
、
す
で
に
自
然
の
間
暇
な
る
あ
り
さ
ま
を
表
し
て
い
た
。
詩
人
は
水
と
鳥
の
運
動
か

ら
永
遠
に
循
環
し
続
け
て
い
る
宇
宙
の
運
動
を
感
じ
た
の
か
も
れ
し
な
い
。

　
そ
の
次
も
ま
た
対
比
で
あ
る
。「
壺
觴
　
吟
嘯
に
負
き
、
塵
土
　
悲
咤
に
足
る
。」 

（
57
（

 

「
壺
觴
」
と
い
う
の
は
酒
を
飲
む
杯
の
こ
と
で
あ
る
。
陶

淵
明
の
詩
に
は
「
壺
觴
を
引
い
て
以
て
自
ら
酌
み
」（「
帰
去
来
兮
辞
」 

（
58
（

 

（、「
一
觴
独
り
進
む
と
雖
も
、
杯
尽
き
壺
も
自
ず
か
ら
傾
く
」（「
飲
酒

詩
そ
の
七
」（
以
下
、
飲
酒
七
と
い
う
。（（
が
あ
る
。
吟
嘯
と
は
、
詩
を
吟
じ
た
り
口
笛
を
吹
い
た
り
す
る
こ
と
を
指
す
。
陶
淵
明
の
詩
に
は
「
嘯

傲
す
東
軒
の
下
、
聊
か
復
た
此
の
生
を
得
た
り
」（「
飲
酒
七
」（、「
東
の
皐
に
登
り
て
以
て
、
舒
ろ
に
嘯
き
」（
帰
去
来
兮
辞
（
が
あ
る
。
壺
觴
も

吟
嘯
も
陶
淵
明
の
世
界
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
塵
土
は
元
好
問
の
生
き
る
俗
世
の
世
界
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
よ
う
な
隠
者
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
後
、
元
好
問
は
自
ら
の
生
き
る
姿
を
見
つ
め
る
。
そ
の
自
分
が
ま
こ
と
に
悲
し
い
も
の
だ
と
い
う
。

　
詩
の
最
後
を
迎
え
る
。「
亭
中
の
人
を
回
首
る
と
，
平
林
は
畫
の
如
き
澹
と
な
り
」
。
こ
こ
で
旅
に
出
た
詩
人
が
暫
く
進
ん
だ
後
、
先
ほ
ど
友
人

た
ち
が
自
分
を
見
送
り
っ
て
い
る
潁
亭
を
振
り
返
る
。
再
び
「
澹
」
と
い
う
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
澹
」
は
色
の
薄
さ
と
い
う
よ
り
、
全
体

の
雰
囲
気
の
「
恬
静
」
を
表
現
し
て
い
る
。
平
原
の
林
が
水
墨
画
の
よ
う
に
恬
静
と
し
て
い
る
。
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詩
の
最
後
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
も
の
は
、
や
は
り
自
然
の
姿
で
あ
る
。
南
山
の
風
景
に
こ
そ
真
意
が
あ
る
と
、
陶
淵
明
が
「
飲
酒
五
」
の

最
後
で
述
べ
た
が
、
元
好
問
は
林
の
風
景
を
持
っ
て
詩
を
終
わ
ら
せ
て
何
か
の
真
意
が
あ
る
よ
う
に
余
韻
を
漂
わ
せ
る
。
最
初
の
「
流
れ
に
臨
み

て
歸
駕
を
駐
む
」
か
ら
「
白
鳥
悠
悠
と
下
る
」、
後
半
の
「
壺
觴
吟
嘯
に
負
き
」。
元
好
問
は
詩
を
通
じ
て
陶
淵
明
の
世
界
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い

る
。

　
今
思
え
ば
、「
瞭
く
陵
跨
を
受
け
ず
」
は
精
神
的
な
高
潔
さ
を
表
し
て
い
る
と
同
時
に
、
現
実
に
対
す
る
悲
憤
が
隠
せ
ず
に
滲
み
出
て
い
た
。

だ
が
、
元
好
問
の
心
境
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
心
情
が
変
化
す
る
境
目
は
、
王
国
維
の
挙
げ
た
詩
の
中
盤
の
「
寒
波
澹
澹
と
起
こ
り
，

白
鳥
悠
悠
と
下
る
」
で
あ
る
。
詩
人
は
運
動
し
続
け
る
自
然
の
姿
を
見
た
時
、
現
実
に
対
す
る
悲
憤
が
静
ま
り
、
悠
と
し
た
心
境
と
な
っ
た
。

　
「
悠
」
と
い
う
漢
字
は
、
宇
宙
の
空
間
的
な
広
さ
と
時
間
的
な
長
さ
を
表
現
し
て
い
る
と
同
時
に
、
人
間
の
「
心
が
伸
び
や
か
と
な
っ
た
状
態
」

も
表
現
で
き
る 

（
59
（

 

。
真
意
は
「
悠
」
と
い
う
形
容
詞
の
持
つ
意
味
か
ら
伺
え
る
。
南
山
の
風
景
も
林
の
風
景
も
詩
人
た
ち
の
心
の
風
景
で
あ
る
。

詩
人
は
、
宇
宙
と
一
体
化
し
、「
悠
然
」、「
悠
々
」
と
な
っ
て
精
神
的
な
自
由
を
得
ら
れ
る
。
「
無
我
の
境
」
と
は
、
自
然
（
宇
宙
（
と
一
体
化
し

た
自
由
自
在
な
自
我
の
誕
生
だ
と
言
え
る
。「
無
我
」
と
は
、
新
た
な
自
我
の
誕
生
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
。

二
、
無
我
の
境
に
お
け
る
「
大
我
」

二－

一
　
反
観－

孔
子
の
境
界

　

　
『
人
間
詞
話
』
に
お
い
て
以
上
の
二
首
の
詩
の
例
を
あ
げ
た
後
、
王
国
維
は
「
無
我
の
境
」
を
簡
潔
に
説
明
す
る
。「
物
を
以
て
物
を
觀
る
，

故
に
何
者
の
我
爲
り
，
何
者
の
物
爲
る
や
を
知
ら
ず
」
と
。
こ
こ
は
「
無
我
の
境
」
の
意
味
を
理
解
す
る
重
要
な
説
明
で
あ
る
。
「
物
を
以
て
物

を
観
る
」
と
い
う
表
現
は
、
宋
代
の
哲
学
者
・
邵
雍
の
「
反
観
」
の
理
論
に
共
通
し
て
い
る
。
邵
雍
の
「
反
観
」
の
理
論
に
つ
い
て
、
『
人
間
詞
話
』

の
四
年
前
に
発
表
さ
れ
た
王
国
維
の
文
章
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「
反
観
」
の
理
論
を
説
明
す
る
た
め
に
、
王
国
維
は
陶
淵
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明
の
「
飲
酒
五
」
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
一
九
〇
四
年
に
発
表
し
た
、「
孔
子
の
美
育
思
想
」
と
い
う
、
孔
子
の
美
的
教
育
の
思
想
を
論
じ
る
文
章
に
お
い
て 

（
60
（

 

、

　
邵
子
曰
く
「
聖
人
は
万
物
の
情
を
一
つ
と
し
て
出
来
る
の
は
反
観
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
反
観
と
い
う
の
は
、
所
謂
我
を
以
て
物
を
観

ず
、
物
を
以
て
物
を
観
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
物
を
以
て
物
を
観
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
我
は
そ
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
が
あ
り
え
な
い
。」

（『
皇
極
経
世
観
物
内
篇
七
』（
詩
に
表
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
陶
淵
明
の
詩
の
如
き
「
菊
を
采
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
。

山
気
日
夕
に
佳
く
、
飛
鳥
相
與
て
還
る
。
此
の
中
に
こ
そ
真
意
あ
れ
、
辨
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る
。
」

　
王
国
維
の
引
用
の
中
に
「
物
を
以
て
物
を
観
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
我
は
そ
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
が
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
。

一
九
〇
四
年
に
、
彼
は
「
反
観
」
の
理
論
に
お
け
る
我
の
不
在
に
注
目
し
て
い
る
。「
反
観
」
に
お
け
る
「
我
の
不
在
」
に
対
す
る
注
目
は
、
や

が
て
四
年
後
の
「
無
我
の
境
」
の
「
無
我
」
に
結
晶
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
哲
学
の
概
念
は
詩
論
の
概
念
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
。
王
国
維
は
、
詩

と
哲
学
の
関
係
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
人
間
詞
話
』
が
発
表
さ
れ
る
二
年
前
の
文
章
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ

と
が
あ
る 

（
61
（

 

。

　
文
学
の
中
の
詩
は
哲
学
と
同
一
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
両
者
の
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
皆
宇
宙
人
生
の
根
本
問
題
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
の
解
釈
の
方
法
は
、
一
つ
は
直
観
的
で
、
も
う
一
つ
は
思
考
的
で
あ
る
。
一
つ
は
頓
悟
的
で
、
も
う
一
つ
は
合
理
的
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
、
哲
学
と
同
じ
性
質
を
持
つ
詩
は
、「
有
我
の
境
」
の
詩
で
は
な
い
。
前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
有
我
の
境
の
「
我
」
は
、
心
理

学
的
な
我
で
あ
る
。
哲
学
の
よ
う
な
詩
は
、「
無
我
の
境
」
を
持
つ
「
飲
酒
五
」
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。
「
飲
酒
五
」
は
、
哲
学
者
の
邵
雍
の
哲
学
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理
論
「
反
観
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
宇
宙
人
生
の
根
本
問
題
」
を
表
現
し
て
い
る
と
、
王
国
維
は
考
え
て
い
る
。

　
宇
宙
人
生
の
根
本
問
題
に
対
し
て
哲
学
の
思
考
的
で
合
理
的
な
解
釈
方
法
と
対
比
的
に
、
詩
の
解
釈
方
法
は
直
観
的
で
頓
悟
的
で
あ
る
。
思
考

と
合
理
は
、
知
性
の
働
き
で
あ
る
。「
直
観
」
と
い
う
の
は
、「
有
我
の
境
」
の
分
析
で
明
ら
か
に
し
た 

（
62
（

 

よ
う
に
、
心
理
学
の
用
語perception

で
「
外
物
直
ち
に
外
官
を
刺
激
し
心
之
に
反
應
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
知
覚
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
主
に
内
面
の
感
情
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
直
観
は
詩
人
の
感
情
が
働
く
場
合
で
あ
る
。「
頓
悟
」
と
い
う
の
は
仏
教
の
用
語
で
、
瞬
間
的
に
悟

り
の
境
地
に
た
ど
り
着
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
詩
人
の
知
性
で
は
な
く
、
意
志
が
働
く
。
直
観
的
で
頓
悟
的
な
詩
、「
無
我
の
境
」
を

有
す
る
詩
は
、
詩
人
の
感
情
と
意
志
が
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
再
び
「
孔
子
の
美
育
主
義
」
に
立
ち
戻
る
。「
反
観
」
の
哲
学
に
つ
い
て
、
王
国
維
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る 

（
63
（

 

。

　
そ
の
人
、
そ
の
境
は
磅
礴
万
物
と
一
体
し
、
我
即
ち
宇
宙
で
、
宇
宙
即
ち
我
で
あ
る
。
雨
上
が
り
の
爽
や
か
な
風
と
冴
え
わ
た
る
月
は
、

そ
の
明
る
さ
を
喩
え
ら
れ
な
い
。
泰
山
や
華
山
な
ど
は
、
そ
の
高
さ
を
語
れ
な
い
。
南
溟
や
渤
澥
な
ど
は
、
そ
の
広
さ
を
表
せ
な
い
。

　
そ
の
人
の
持
つ
境
は
、
自
然
と
一
体
化
し
、
我
は
宇
宙
で
あ
っ
て
、
宇
宙
は
我
で
あ
る
。
こ
の
「
宇
宙
と
一
体
化
し
た
我
」
は
、
ま
さ
に
前
文

で
分
析
し
た
「
無
我
の
境
」
に
誕
生
す
る
自
我
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
月
の
明
る
さ
、
山
の
高
さ
及
び
海
の
広
さ
で
、
そ
の
自
我
の
高
潔

さ
と
高
尚
さ
、
及
び
広
大
さ
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

　
王
国
維
は
こ
の
続
き
に
お
い
て
、「
宇
宙
即
ち
我
」
の
我
に
対
し
て
、
い
よ
い
よ
「
境
界
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 

（
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（

 

。

　
こ
の
時
の
境
界
は
希
望
も
恐
怖
も
な
く
、
内
界
の
闘
争
も
な
く
、
利
も
害
も
な
く
、
人
も
我
も
な
く
、
縄
墨
に
従
わ
ず
に
、
自
ず
か
ら
道

徳
の
法
則
に
合
う
。
人
は
こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
聖
の
域
に
入
る
よ
う
で
あ
る
が
、
国
は
こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
理
想
国
と
な
る
。
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こ
こ
で
前
文
の
「
境
」（
そ
の
人
、
そ
の
境
（
は
「
境
界
」
と
い
う
表
現
と
な
る
。
こ
の
「
境
界
」
は
四
年
後
の
『
人
間
詞
話
』
の
「
無
我
の
境
」

の
原
型
で
あ
っ
て
、
こ
こ
の
説
明
は
、
や
は
り
王
国
維
の
「
無
我
の
境
」
に
対
す
る
最
初
の
構
想
で
あ
る
。

　
「
希
望
」
と
「
恐
怖
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
な
感
情
と
消
極
的
な
感
情
で
、
同
時
に
生
じ
る
場
合
は
衝
突
（
葛
藤
（
が
生
じ
る
。「
希
望
も

恐
怖
も
な
く
、
内
界
の
闘
争
も
な
く
」
と
い
う
の
は
、
感
情
の
衝
突
が
起
こ
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。「
利
も
な
く
害
も
な
く
、
人
も
我
も
な
く
」

と
い
う
の
は
、
他
人
と
の
関
係
に
お
け
る
利
害
が
生
じ
ず
、
自
分
と
他
者
の
区
別
が
消
え
る
状
態
で
あ
る
。
内
的
に
感
情
の
衝
突
が
消
え
、
外
的

に
他
者
と
の
隔
た
り
が
消
え
る
状
態
で
あ
る
。

　
そ
の
あ
と
の
「
縄
墨
に
従
わ
ず
に
、
自
ず
か
ら
道
徳
の
法
則
に
合
う
」
と
い
う
の
は
、
道
徳
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
孔
子
の
「
心
の
欲
す
る

所
に
従
へ
ど
も
矩
を
踰
え
ず
（
從
心
所
欲
而
不
踰
矩
（」（「
為
政
第
二
」『
論
語
』（
の
意
味
に
近
い
。
つ
ま
り
、「
心
の
欲
す
る
ま
ま
に
行
動
し
て

も
規
範
に
合
し
、
道
理
に
外
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
」 

（
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（

 

。
こ
の
引
用
の
後
、
王
国
維
は
孔
子
の
い
う
「
安
ん
じ
て
之
を
行
い
（
安
而
行
之
（
」

こ
そ
美
育
の
働
き
だ
と
、
つ
け
加
え
て
い
る 
（
66
（
 

。「
安
ん
じ
て
之
を
行
い
」
と
い
う
の
は
「
思
う
ま
ま
に
こ
れ
を
行
う
」
と
い
う
意
味
で
、「
こ
れ
」

と
い
う
の
は
儒
学
の
「
道
と
徳
」
で
あ
る 

（
67
（

 
。「
縄
墨
に
従
わ
ず
に
、
自
ず
か
ら
道
徳
の
法
則
に
合
う
」
と
「
安
ん
じ
て
之
を
行
い
」
の
ど
ち
ら

も
無
理
し
な
い
心
、
思
う
ま
ま
の
心
と
い
う
心
の
自
由
が
伝
わ
る
。

　
「
人
は
こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
聖
の
域
に
入
る
よ
う
で
あ
る
」
の
「
人
」
は
孔
子
の
よ
う
な
人
を
指
し
て
い
る
。
「
無
我
の
境
」
を
持
つ
人
は
聖

の
域
に
入
っ
た
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
儒
学
の
聖
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
無
我
の
境
」
と
い
う
の
は
、
孔
子
の
よ
う
な
儒
学
の
聖
人
の
持
つ
精

神
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
儒
学
の
理
論
世
界
で
あ
っ
て
、
儒
学
の
根
本
原
理
を
表
現
し
い
て
い
る
。

二－

二
　
反
省－

小
我
か
ら
大
我
へ

　
は
じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
、
元
良
勇
次
郎
の
心
理
学
は
「
有
我
の
境
」
に
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
で
は
、
「
無
我
の
境
」
に
於
い
て
、
元
良

勇
次
郎
の
思
想
の
影
響
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
、「
自
我
」
の
概
念
を
中
心
に
、
「
無
我
の
境
」
と
元
良
勇
次
郎
の
倫
理
学
思
想
の
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関
係
性
を
考
え
た
い
。

　
王
国
維
の
翻
訳
し
た
、
元
良
勇
次
郎
の
『
倫
理
学
』
に
は
「
自
我
」
と
い
う
章
が
あ
っ
た
。
元
良
勇
次
郎
の
自
我
に
対
す
る
定
義
は
「
数
個
の

情
結
合
シ
テ
一
組
織
ヲ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
自
我
ト
云
フ
」。
そ
の
後
、「
小
に
し
て
は
」
と
「
大
に
し
て
は
」
と
い
う
二
つ
の
角
度
か
ら
小
さ
い
自

我
と
大
き
い
自
我
を
説
明
す
る
。「
小
に
し
て
は
」、「
心
中
ニ
存
在
シ
テ
常
ニ
諸
精
神
現
象
ニ
伴
生
ス
ル
所
ノ
感
覚
ノ
結
合
ナ
リ
」
と
述
べ
、「
自

覚
」
で
あ
る
。「
大
に
し
て
は
」、「
宇
宙
間
心
外
ノ
物
ナ
シ
ト
ス
。
換
言
ス
レ
バ
宇
宙
則
チ
自
我
ナ
リ
ト
ス
」
と
説
明
す
る 

（
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（

 

。
従
っ
て
、
自
我

の
概
念
は
確
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
変
化
す
る
も
の
だ
と
い
う 

（
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（

 

。
そ
の
後
、
彼
は
他
人
と
関
係
な
く
自
我
の
観
念
を
考
え
る
場
合

は
「
主
観
的
自
我
」、「
行
為
的
自
我
」
に
分
け
ら
れ
る
。
主
観
的
自
我
は
、「
主
観
的
存
在
」
で
あ
る
が
、
行
為
的
自
我
は
、
そ
の
人
の
「
意
志

活
動
の
範
囲
」
で
あ
っ
て
、
他
人
の
精
神
上
に
影
響
を
及
す 

（
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（

 

。
こ
こ
で
は
元
良
勇
次
郎
は
は
っ
き
り
明
示
し
て
い
な
い
が
、
小
に
し
て
の
自
我
、

つ
ま
り
自
覚
は
、
主
観
的
な
自
我
で
、
大
に
し
て
の
自
我
、
宇
宙
即
ち
自
我
は
行
為
的
な
自
我
で
意
志
活
動
の
範
囲
で
人
に
影
響
を
及
す
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
自
我
の
範
囲
を
広
げ
る
べ
き
と
い
う 

（
71
（

 

。

　
元
良
勇
次
郎
の
倫
理
学
に
お
い
て
、「
自
我
」
と
い
う
概
念
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
著
作
は
、『
倫
理
学
』
が
出
版
さ
れ
た
七
年
後
の
一
九

〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
倫
理
学
講
話
　
中
等
教
育
』（
前
後
編
二
冊
（
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
、
政
治
家
で
文
学
者
で
あ
る
梁
啟
超
は
、
自
ら

創
刊
し
た
『
新
民
叢
報
』
で
発
表
し
た
「
東
籍
月
旦
」
に
お
い
て
、
二
冊
の
必
読
書
の
中
、
元
良
勇
次
郎
の
『
倫
理
学
講
話
　
中
等
教
育
』
を
読

者
に
強
く
推
薦
し
て
い
る 

（
72
（

 

。
つ
ま
り
、
元
良
勇
次
郎
の
思
想
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
王
国
維
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
梁
啓
超
に
推
薦

さ
れ
た
『
倫
理
学
講
話

　
中
等
教
育
』
を
王
国
維
が
読
ん
だ
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
『
倫
理
学
講
話：

中
等
教
育

　
前
編
』
の
最
初
に
お
い
て
、
元
良
勇
次
郎
は
「
自
我
」
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
彼
は
ま
ず
「
自
己
の

何
物
た
る
か
を
考
ふ
る
に
、
是
れ
固
よ
り
容
易
の
問
題
に
非
ず
」 

（
73
（

 

と
、
自
己
は
簡
単
に
定
義
す
る
概
念
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
自
己

の
「
身
体
的
状
態
」、「
精
神
的
状
態
」、「
社
会
と
の
関
係
」、「
天
然
と
の
関
係
」
に
分
け
て
「
自
己
」
を
論
じ
て
い
く
。『
倫
理
学
講
話：

中
等

教
育

　
後
編
』
の
思
想
倫
理
を
論
じ
る
部
分
で
、「
反
省
の
習
慣
を
養
成
す
べ
き
事
」
に
お
い
て
、
自
己
を
知
る
こ
と
の
重
要
さ
を
語
る
。
人
間



115

は
自
分
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
心
を
知
る
こ
と
も
難
し
い
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
自
己
を
知
れ
」
の

諺
や
、
禅
宗
の
「
見
性
」
の
よ
う
に
、
我
が
心
の
状
態
を
顧
み
て
、「
自
己
を
知
る
」
こ
と
は
人
生
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
だ
と
い
う 

（
74
（

 

。

元
良
勇
次
郎
に
と
っ
て
の
知
る
べ
き
自
己
は
、
自
己
の
心
で
自
己
の
「
精
神
的
状
態
」
の
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
身
体
や
社
会
、
天
然
と
の
関
係

に
立
脚
す
る
自
己
よ
り
、
彼
は
「
精
神
的
状
態
（
心
（」
と
し
て
の
自
己
を
最
も
重
要
視
し
て
い
る
。
元
良
勇
次
郎
の
自
己
は
、「
精
神
的
状
態
（
心
（」

と
し
て
の
自
己
で
あ
る
。

　
『
倫
理
学
講
話：

中
等
教
育
　
前
編
』
に
お
い
て
、
精
神
的
状
態
と
し
て
の
自
己
に
つ
い
て
、
彼
は
「
小
宇
宙
」
と
「
大
宇
宙
」
と
い
う
二
つ

の
例
え
を
用
い
た
。「
即
人
の
精
神
は
宇
宙
万
物
の
写
象
を
包
容
し
て
孤
立
し
別
天
地
を
な
す
も
の
と
す
。
是
れ
先
哲
の
人
心
を
指
し
て
小
宇
宙

と
称
へ
し
所
以
な
り
」。「
経
験
上
よ
り
得
た
る
知
識
を
増
加
し
、
そ
の
状
態
を
し
て
益
々
大
宇
宙
（
即
現
実
の
世
界
（
に
類
似
す
る
に
至
ら
し
む

る
も
の
な
り
」 

（
75
（

 

。
小
宇
宙
か
ら
大
宇
宙
へ
拡
め
る
方
法
と
し
て
精
神
活
動
の
度
を
「
増
加
す
る
」
し
か
な
い
と
い
う 

（
76
（

 

。

　
こ
の
小
宇
宙
は
彼
の
言
う
「
小
に
し
て
の
自
我
」
で
、
大
宇
宙
は
「
大
に
し
て
の
自
我
」
で
あ
ろ
う
。
元
良
勇
次
郎
の
倫
理
学
の
特
徴
は
、
二

つ
の
自
我
の
存
在
で
は
な
く
、「
大
き
い
意
味
の
自
我
」
は
「
小
さ
い
意
味
の
自
我
」
の
目
指
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
小
我
か
ら
大
我
へ
の
発

展
が
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
小
さ
い
意
味
の
自
我
は
、
必
ず
大
き
い
意
味
の
自
我
へ
辿
り
着
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
そ
の
可
能
性
は
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
倫
理
学
講
話：

中
等
教
育
』
が
出
版
さ
れ
た
五
年
後
、
元
良
勇
次
郎
は
一
九
〇
五
年
四
月
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
心
理
学
学
会
で
「Idea 

of Ego in Eastern Philosophy

」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
の
日
本
語
の
全
文
訳
は
、
同
年
の
八
月
と
九
月
に
『
丁
酉
倫
理
会
倫

理
講
演
集
』（
三
五
号
、
三
六
号
（
に
「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
自
我
の
観
念
」
と
い
う
題
で
連
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
論
文
に
お
い
て
自
分

の
「
東
洋
哲
学
の
教
義
及
び
組
織
の
研
究
」
は
単
な
る
好
奇
心
で
は
な
く
、「
人
性
の
研
究
」
及
び
「
教
育
方
法
」
に
対
し
て
貢
献
で
き
る
か
ら

だ
と 

（
77
（

 

述
べ
、
東
洋
哲
学
の
理
論
価
値
は
「
人
性
論
」
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
自
我
の
観
念
」
に
お
い
て
「
人
性
論
」
は
、
儒
教
の
「
教
義
の
全
組
織
の
根
底
」
だ
と
指
摘
し
、
孟
子
の
性
善
説
を
取
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り
上
げ
る
。
孟
子
の
「
先
天
的
な
善
と
す
る
人
性
」
を
立
証
す
る
理
論
は
、
孟
子
の
「
四
端
」
の
理
論
だ
と
い
う
。「
即
ち
惻
隱
の
心
は
仁
の
端

な
り
、
羞
悪
の
心
は
義
の
端
な
り
、
辞
譲
の
心
は
礼
の
端
な
り
、
是
非
の
心
は
知
の
端
な
り
」。
元
良
勇
次
郎
は
、
孟
子
の
四
端
を
「
幼
年
の
時

顕
れ
る
単
簡
な
る
感
情
」
と
し
て
捉
え
て
い
る 

（
78
（

 

。『
倫
理
学
』
に
於
い
て
も
、
元
良
勇
次
郎
は
孟
子
の
「
四
端
」
を
「
自
発
的
な
情
」
と
し
て

捉
え
て
い
る
。「
四
端
」
を
「
意
志
作
用
以
外
の
天
然
的
及
び
生
理
的
作
用
」
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
述
べ
て
い
る 

（
79
（

 

。

　
は
じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
、
元
良
勇
次
郎
は
精
神
物
理
学
の
観
点
か
ら
感
情
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
滅
法
の
範
囲
内
に
あ
る
重
力
、
電
気
力
及

び
磁
石
な
ど
」
と
同
一
次
元
の
も
の
と
見
て
い
る
。
彼
は
、
情
を
意
識
に
現
れ
て
捉
え
よ
う
の
な
い
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
一
種
の
エ
ナ
ジ
ー
、

力
と
し
て
い
る
。「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
概
念
」
の
最
後
に
お
い
て
彼
は
「
自
我
の
本
躰
」
を
仏
教
の
「
真
如
」
だ
と
結
論
づ
け
る 

（
80
（

 

。

真
如
と
し
て
の
自
我
と
は
、「
心
的
実
在
の
直
接
経
験
」
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
「
情
意
生
活
」
は
「
智
力
」
よ
り
も
更
に
根
本
的
だ
と
い
う 

（
81
（

 

。

　
「
心
的
実
在
」
は
元
良
勇
次
郎
の
独
自
の
心
理
学
概
念
で
あ
る
。
彼
の
説
明
で
は
、
そ
れ
は
「
東
洋
哲
学
の
語
を
用
い
れ
ば
水
」
で
あ
る
が
、

「
知
識
や
欲
望
や
目
的
等
」
は
「
水
の
波
」
だ
と
い
う 

（
82
（

 

。
水
は
、
孟
子
の
性
に
対
す
る
例
え
で
あ
る
。「
人
性
の
善
な
る
は
、
猶
ほ
水
の
下
き

に
就
く
が
ご
と
き
な
り
。
人
善
な
ら
ざ
る
こ
と
有
る
無
く
、
水
下
ら
ざ
る
有
る
無
し
。
」
元
良
勇
次
郎
は
、
孟
子
の
性
を
「
心
的
実
在
」
と
概
念

化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
原
始
的
な
状
態
」
に
お
い
て
は
、
最
も
盛
ん
に
働
く
も
の
は
「
感
情
」
で
あ
る
。
そ
の
原
始
的
活
動
の
結
果
は

「
衝
動
」
で
あ
る
。「
情
の
力
」
と
い
う
演
説
に
お
い
て
、
孟
子
の
浩
然
の
気
を
「
一
般
感
情
」
と
し
、
こ
の
一
般
感
情
は
感
情
の
中
で
も
最
も
勢

力
を
持
つ
も
の
で
、
心
を
用
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
一
般
感
情
が
成
長
し
て
来
る
と
い
う 

（
83
（

 

。

　
つ
ま
り
、
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
「
性
」
に
お
い
て
は
、
善
に
向
か
う
衝
動
（
力
（
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
増
大
す
れ
ば
、
善
な
る
性
に
辿

り
着
け
る
。
元
良
勇
次
郎
は
、
孟
子
の
四
端
を
、
小
さ
い
自
我
が
大
き
い
自
我
へ
発
展
す
る
「
原
動
力
」
と
見
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人

間
は
自
ず
か
ら
大
き
い
自
我
に
発
展
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
自
我
の
観
念
」
に
お
い
て
、
元
良
勇
次
郎
は
、
孟
子
の
思
想
は
宋
代
の
「
大
哲
学
者
」
の
朱
子
に
よ
っ
て
理
論
化
さ
れ

た
と
述
べ
、
朱
子
は
人
性
に
「
本
然
」
と
「
気
質
」
の
二
要
素
を
与
え
、「
本
然
」
を
「
天
然
の
道
」
、
「
天
命
」
と
し
て
、
人
性
に
固
有
し
て
い
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る
と
述
べ
る
。
彼
の
「
天
命
」
に
対
す
る
定
義
は
「
客
観
世
界
の
自
然
法
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
主
観
的
法
則
な
り
、
故
に
根
本
的
善
」
で
あ
る
。

「
気
質
」
は
其
に
従
う
か
ど
う
か
は
教
育
に
よ
る
と
い
う
。
彼
の
言
う
教
育
は
、
知
識
の
学
習
で
は
な
く
「
品
性
の
鍛
磨
」
を
指
し
て
い
る 

（
84
（

 

。

こ
の
品
性
の
鍛
磨
は
、
人
間
が
自
ず
か
ら
大
き
い
自
我
に
発
展
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
元
良
勇
次
郎
の
「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
自
我
の
観
念
」
が
発
表
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
〇
六
年
に
、
王
国
維
は
「
孟
子
の
倫
理
説
一
斑
」
と
い
う

文
章
を
発
表
し
た 
（
85
（

 
。
彼
は
、
孟
子
の
倫
理
説
（
性
善
説
（
の
特
徴
が
心
理
学
の
角
度
か
ら
性
を
論
じ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
「
孟
子

の
倫
理
説
と
道
徳
の
基
礎
は
心
理
学
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
「
中
国
の
倫
理
学
史
上
で
注
意
す
べ
き
こ
と
」
だ
と
い
う 

（
86
（

 

。
具
体
的
に
、

孟
子
の
性
善
説
は
、
人
間
が
「
仁
義
理
智
」
と
い
う
四
つ
の
道
徳
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
人
間
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
は
「
仁
義

理
智
」
の
道
徳
に
向
か
う
「
朦
朧
た
る
衝
動
」
で
あ
る
。「
衝
動
」
は
「
意
識
」
で
は
な
く
、
「
情
（
具
体
的
に
愛
敬
の
情
（」
で
あ
る
。
所
謂
、

孟
子
の
言
う
「
四
端
」
で
あ
る
。「
情
」
と
し
て
の
「
四
端
」
は
、
経
験
に
よ
っ
て
徐
々
に
発
展
し
、
や
が
て
明
瞭
た
る
仁
義
理
智
と
い
う
意
識

と
な
る 

（
87
（

 

。
情
と
し
て
の
四
端
は
、
性
に
「
固
有
」
し
て
「
発
展
」
す
る
。

　
四
端
を
「
衝
動
と
し
て
の
情
」
と
す
る
点
に
お
い
て
、
元
良
勇
次
郎
と
一
致
し
て
い
る
。

　
王
国
維
は
、
孟
子
の
性
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
。
一
つ
は
「
理
想
の
性
」、
萌
芽
の
形
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
萌
芽
を
発
展
さ
せ

れ
ば
最
終
的
に
完
全
の
徳
と
な
る
。
も
う
一
つ
は
「
情
の
中
に
含
ま
れ
る
性
」、
そ
の
性
は
現
実
的
だ
が
未
完
全
の
徳
で
あ
る
。
前
者
は
後
者
の

到
達
す
べ
き
目
的
で
あ
る 

（
88
（

 

。

　
王
国
維
の
「
理
想
の
性
」
と
「
情
の
中
に
含
ま
れ
る
性
」
は
、
朱
子
の
孟
子
の
性
善
説
に
対
す
る
「
本
然
の
性
」
と
「
気
質
の
性
」
の
解
釈
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
元
良
勇
次
郎
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
理
想
の
性
」
を
「
情
の
中
に
含
ま
れ
る
性
」
の
「
到

達
す
べ
き
目
的
」
と
す
る
点
は
、
元
良
勇
次
郎
の
「
小
さ
い
意
味
の
自
我
」
を
広
げ
て
「
大
き
い
意
味
の
自
我
」
へ
到
達
す
る
点
に
一
致
し
て
い

る
。

　
で
は
、
元
良
勇
次
郎
の
「
大
き
い
意
味
の
自
我
」
は
具
体
的
に
ど
ん
な
人
物
が
有
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
倫
理
学
に
お
け
る
「
人
格
」
の
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発
達
の
最
終
目
標
を
孔
子
の
「
心
の
欲
す
る
所
に
従
へ
ど
も
矩
を
踰
え
ず
」
と
し
て
い
る 

（
89
（

 

。

　
気
質
的
人
格
と
理
性
的
人
格
と
い
ふ
も
の
が
漸
々
融
合
し
て
一
の
新
人
格
が
で
き
る
。
四
十
而
不
惑
五
十
而
知
天
命
六
十
而
耳
順
七
十
而

從
心
所
欲
而
不
踰
矩
と
あ
る
の
も
此
の
間
の
消
息
を
言
ひ
表
し
た
も
の
と
見
て
宜
し
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
結
局
人
格
が
発
達
し
て

理
性
と
気
質
と
が
全
然
融
合
し
て
其
極
度
に
達
し
た
所
で
始
め
て
從
心
所
欲
而
不
踰
矩
と
い
う
境
涯
に
達
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
元
良
勇
次
郎
の
い
う
「
気
質
的
人
格
」
と
「
理
性
的
人
格
」
は
、
宋
学
の
「
本
然
の
性
」
と
「
気
質
の
性
」
か
ら
転
換
さ
れ
た
概
念
で
あ
る 

（
90
（

 

。

つ
ま
り
、
人
間
の
理
想
と
す
る
「
新
人
格
」
は
、
宋
学
の
「
本
然
の
性
」
と
「
気
質
の
性
」
の
全
然
融
合
で
あ
る
。

　
前
文
の
「
無
我
の
境
」
の
分
析
に
お
い
て
、
王
国
維
が
孔
子
の
「
縄
墨
に
従
わ
ず
に
、
自
ず
か
ら
道
徳
の
法
則
に
合
う
」
、「
安
じ
て
行
う
」
を

「
無
我
の
境
」
と
し
、
孔
子
は
無
我
の
境
に
到
達
し
た
人
間
と
し
て
い
る
。

　
「
有
我
の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
の
説
明
の
最
後
に
、
王
国
維
は
「
古
人
の
詞
に
は
有
我
の
境
を
描
い
た
も
の
が
多
し
、
無
我
の
境
を
写
け
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
豪
傑
の
士
は
お
の
ず
お
か
ら
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」 

（
91
（

 

。
こ
こ
で
王
国
維
は
「
豪
傑
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
。

豪
傑
と
い
う
の
は
、
一
般
的
に
智
に
お
い
て
多
く
の
人
よ
り
優
れ
て
い
る
人
の
こ
と
を
言
う 

（
92
（

 

。
優
れ
て
い
る
詩
人
を
評
価
す
る
場
合
は
、
果

た
し
て
「
豪
傑
」
と
い
う
表
現
を
使
う
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
才
能
が
優
れ
て
い
る
「
天
才
」
な
ど
の
表
現
が
よ
り
適
切
な
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
の
「
豪
傑
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

　
豪
傑
と
い
う
表
現
は
、
元
良
勇
次
郎
が
孔
子
、
基
督
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
釈
迦
な
ど
を
評
価
す
る
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
孔
子
な
ど
の
四
人
が

「
一
種
の
豪
傑
で
あ
り
、
偉
大
な
功
を
建
て
た
人
で
あ
る
」 

（
93
（

 

と
い
う
。
豪
傑
は
孔
子
、
基
督
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
釈
迦
な
ど
の
哲
学
者
で
宗
教
家

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
無
我
の
境
」
に
挙
げ
ら
れ
た
二
人
の
詩
人
を
思
い
出
し
た
い
。
陶
淵
明
と
元
好
問
は
、
と
も
に
王
朝
が
交
代
さ
れ
る
乱
世
を
経
験
し
た
詩
人
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た
ち
で
あ
る
。
前
文
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
も
大
き
な
葛
藤
を
抱
え
、
大
い
に
苦
し
ん
で
い
た
。
だ
が
、
「
飲
酒
五
」
に
お
け
る
陶
淵
明
の

心
は
悠
然
で
あ
っ
た
。「
潁
亭
留
別
」
の
元
好
問
の
心
に
は
、
憤
懣
が
あ
っ
た
が
、
陶
淵
明
に
憧
れ
、
近
づ
こ
う
と
し
悠
々
た
る
心
境
を
得
ら
れ
た
。

再
び
彼
ら
の
詩
を
考
え
た
い
。
彼
ら
の
詩
は
、
単
に
自
分
の
行
為
、
つ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
陶
淵
明
は
菊
を

採
っ
て
ふ
っ
と
見
た
南
山
の
風
景
に
見
惚
れ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
彼
ら
は
言
語
を
媒
介
と
す
る
表
現
者
（
詩
人
（
と
言
う
よ
り
、
あ
る
行

為
を
必
要
最
低
限
の
言
語
で
「
見
せ
て
く
れ
た
」
行
為
者
に
近
い
。
見
せ
て
く
れ
た
行
為
は
、
人
格
の
表
れ
で
あ
る
。

　
「
無
我
の
境
」
は
、
理
想
的
な
人
格
の
表
れ
で
あ
る
。「
有
我
の
境
」
は
、
詩
人
の
瞬
間
に
感
じ
た
感
情
で
あ
っ
て
、
瞬
間
的
な
も
の
で
常
に

変
化
し
続
け
る
も
の
だ
が
、「
無
我
の
境
」
は
、
形
成
さ
れ
た
人
格
で
あ
る
た
め
、
恒
久
不
変
な
も
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　
陶
淵
明
と
元
好
問
と
同
じ
よ
う
に
、
王
国
維
も
乱
世
に
生
き
た
人
で
あ
る
。
彼
の
生
ま
れ
た
一
八
七
七
年
の
中
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
ア
ヘ
ン

戦
争
に
負
け
、
多
く
の
国
土
が
植
民
地
化
さ
れ
て
い
た
。
国
内
の
戦
乱
「
太
平
天
国
の
乱
」
（
一
八
五
〇
年
～
一
八
六
五
年
（
も
起
こ
っ
て
い
た
。

王
国
維
の
生
涯
も
挫
折
に
満
ち
て
い
た
。
二
一
歳
（
一
八
九
八
年
（
に
な
る
ま
で
彼
は
、
故
郷
の
海
寧
で
三
回
の
科
挙
地
方
試
験
（
郷
試
（
に
落

第
し
た 

（
94
（

 

。
そ
の
後
、
上
海
に
出
て
中
国
で
初
め
て
の
外
国
語
学
校
「
東
文
学
社
」
に
入
っ
て
英
語
と
日
本
を
学
び
、
日
本
に
渡
っ
て
東
京
物

理
学
校
に
入
学
し
た
が
、
わ
ず
か
半
年
で
断
念
し
て
帰
国
し
た
。
帰
国
後
の
彼
は
、
物
理
学
か
ら
西
洋
の
哲
学
、
心
理
学
、
倫
理
学
な
ど
を
変
遷

し
、
そ
れ
ら
の
学
問
に
関
す
る
文
章
を
精
力
的
に
発
表
す
る
一
方
で
、
儒
学
の
思
想
を
論
じ
る
文
章
を
も
未
署
名
の
形
で
書
き
続
け
て
い
た
。
思

想
的
に
中
国
と
西
洋
の
間
に
往
来
し
て
い
る
彼
の
内
面
に
は
大
き
な
葛
藤
を
抱
え
て
い
た
。

　
詩
人
で
も
あ
る
王
国
維
の
詩
か
ら
彼
の
心
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
〇
四
年
「
端
居
」
に
お
い
て
「
ど
う
や
っ
て
吾
は
我
を
喪
い
、

表
裏
と
と
も
に
清
ら
か
に
澄
み
渡
れ
る
の
か
。
繊
雲
が
大
谷
に
帰
り
、
皓
月
は
大
空
に
行
く
よ
う
に
」 

（
95
（

 

。
大
谷
に
漂
う
雲
、
大
空
で
運
動
す
る
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月
の
よ
う
に
自
由
自
在
に
な
り
た
い
。
彼
は
自
由
な
心
が
欲
し
か
っ
た
。
吾
は
我
を
喪
う
と
い
う
の
は
、
元
々
荘
子
の
言
葉
だ
が
、「
無
我
の
境
」

と
結
び
つ
け
て
考
え
れ
ば
、
王
国
維
は
や
は
り
「
無
我
の
境
」
を
人
生
の
目
標
と
し
て
い
た
。
同
じ
く
一
九
〇
四
年
の
「
欲
覓
」
で
は
、「
自
ら

の
心
を
探
そ
う
と
し
て
も
自
ず
か
ら
す
で
に
難
し
い
、
さ
ら
に
ど
こ
に
心
を
落
ち
着
か
せ
れ
ば
良
い
か
。
詩
は
病
気
の
た
め
に
中
断
し
て
誠
に
仕

方
が
な
い
、
憂
鬱
は
生
ま
れ
つ
き
で
尽
き
る
こ
と
は
な
い 

（
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（

 

」「
自
ら
の
心
」
と
い
う
の
は
、「
自
我
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
自
分
の
内
面

を
深
く
洞
察
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
境
遇
に
動
じ
な
い
強
い
精
神
を
作
り
上
げ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
に
と
っ
て
、
詩
は
彼
の
自
分
自
身
を
見

つ
め
る
手
段
で
あ
っ
て
、
己
の
憂
い
を
発
散
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
王
国
維
が
出
会
っ
た
の
は
、
同
じ
く
大
き
な
葛
藤
を
抱
え
る
、
日
本
の
思
想
家
元
良
勇
次
郎
で
あ
る
。
摂
津
国
三
田
藩
士
杉
田
泰
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
た
元
良
勇
次
郎
は
、
幼
少
時
代
か
ら
三
田
藩
の
藩
校
造
士
館
で
儒
学
を
学
び
、
青
年
時
代
に
渡
米
し
て
哲
学
、
倫
理
学
も
含
め
、

実
験
心
理
学
を
学
ん
だ
。
一
見
順
調
な
勉
学
の
道
だ
が
、
元
良
勇
次
郎
は
青
年
期
に
大
き
な
煩
悶
を
抱
え
て
い
た
。
明
治
維
新
で
藩
政
が
廃
止
さ

れ
た
日
本
全
体
の
大
き
な
変
動
の
中
で
、
元
良
勇
次
郎
は
、
儒
学
か
そ
れ
と
も
西
洋
思
想
か
大
い
に
迷
っ
た 

（
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（

 

。
信
仰
の
面
に
お
い
て
も
、
元

良
勇
次
郎
に
は
迷
い
が
あ
っ
た
。
祖
父
と
父
の
死
を
相
次
い
で
経
験
し
た
彼
は
、
一
旦
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
に
な
っ
た
が
、
や
は
り
教
義
を
信
じ

き
れ
ず
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
離
れ
、
儒
教
や
仏
教
に
近
づ
い
て
い
く
。『
修
身
学
』
に
お
い
て
元
良
勇
次
郎
は
「
孔
孟
倫
理
ノ
大
ニ
取
ル

ベ
キ
所
ア
ル
ト
」
と
儒
学
の
合
理
性
を
主
張
し
、
漢
学
を
「
精
神
修
練
の
学
」
と
み
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
、
禅
寺
で
座
禅
を
体
験
し
、
そ

の
体
験
を
元
に
「
座
禅
日
記
」、「
禅
と
心
理
学
」
な
ど
を
執
筆
し
、
禅
を
心
理
学
の
角
度
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
彼
の
思
想
に
お
け
る
東
洋

思
想
へ
の
傾
斜
は
、
や
が
て
一
九
〇
五
年
に
国
際
心
理
学
会
で
発
表
さ
れ
た
「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
概
念
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
前
文
で
触
れ
た
『
倫
理
学
講
話：

中
等
教
育

　
後
編
』
の
「
思
想
倫
理
」
の
部
分
に
お
け
る
「
反
省
の
習
慣
を
養
成
す
べ
き
事
」
の
最
後
で
、

元
良
勇
次
郎
は
自
分
の
生
き
て
い
る
明
治
時
代
の
「
一
般
の
状
態
」
に
つ
い
て
、
西
洋
を
仰
ぎ
、
問
題
の
解
決
を
西
洋
の
学
問
や
知
識
ば
か
り
に

頼
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る 

（
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。
現
状
に
対
し
て
、
元
良
勇
次
郎
は
、
「
自
己
に
反
省
し
自
ら
案
出
す
る
」
事
や
、
「
新
思
想
を
案
出
す
る
」
事
、

「
新
学
理
を
発
見
す
る
事
」
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る 
（
99
（

 
。
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故
に
之
を
一
身
の
上
よ
り
考
ふ
る
も
、
自
己
の
人
格
を
発
達
せ
し
む
る
点
よ
り
見
る
も
、
亦
社
会
上
の
方
面
よ
り
案
ず
る
も
唯
外
部
の
境

遇
に
依
り
て
左
右
せ
ら
れ
、
或
は
、
右
に
動
き
、
或
は
左
に
動
き
て
、
唯
世
の
風
潮
に
靡
く
を
以
て
事
と
す
る
は
、
決
し
て
知
者
の
為
す
べ

き
事
に
あ
ら
ず
。
自
己
の
性
質
を
考
へ
、
自
己
精
神
の
真
正
の
奥
義
を
悟
り
、
社
会
活
動
の
根
本
を
養
成
せ
ん
こ
と
必
要
な
り
と
す
。

　
「
自
己
の
性
質
」
を
考
え
、「
自
己
精
神
の
真
正
の
奥
義
」
を
悟
り
、
そ
し
て
「
自
己
の
人
格
」
を
発
達
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
外
部
の
境

遇
に
左
右
さ
れ
な
い
自
分
を
作
り
上
げ
る
。
明
治
と
い
う
変
動
の
時
代
に
は
、
外
部
の
変
化
に
動
じ
な
い
自
我
の
樹
立
が
必
要
で
あ
っ
た
。
清
朝

末
期
と
い
う
変
動
の
時
代
に
生
き
て
い
る
王
国
維
の
共
感
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
こ
の
自
我
の
樹
立
で
あ
ろ
う
。

　
元
良
勇
次
郎
と
同
じ
時
代
に
、「
自
我
」
を
考
え
る
哲
学
者
も
居
た
。
井
上
哲
次
郎
の
「
小
我
」
と
「
大
我
」
の
概
念
で
あ
る
。
彼
の
「
小
我
」

は
「
現
象
と
し
て
個
躰
を
成
せ
る
も
の
」
で
あ
る
が
、「
大
我
」
は
「
実
在
と
し
て
一
切
の
小
我
を
統
一
せ
る
も
の
」
。
ま
た
、「
小
我
」
は
「
変

化
し
一
定
せ
ざ
る
も
の
」
で
「
品
性
堕
落
し
て
悪
化
す
る
も
の
」
も
あ
れ
ば
、「
向
上
的
進
路
を
取
り
て
改
善
す
る
も
の
」
も
あ
る
。「
終
局
の
理

想
は
大
我
な
る
が
故
に
、
道
徳
上
の
進
化
発
展
は
小
我
が
大
我
の
理
想
を
実
現
せ
ん
と
努
力
す
る
に
よ
り
て
遂
行
せ
ら
る
る
も
の
な
り
」
従
っ
て
、

「
大
我
」
は
「
常
住
普
遍
な
る
が
故
に
真
我
な
り
、
即
ち
理
想
の
自
我
な
り
」 

（
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（

 

。
元
良
勇
次
郎
も
自
身
の
論
文
で
井
上
哲
次
郎
の
小
我
と
大
我

を
取
り
上
げ
、
論
じ
た
こ
と
が
あ
る 

（
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（

 

。

　
元
良
勇
次
郎
と
井
上
哲
次
郎
の
「
自
我
」
の
思
想
に
お
い
て
、「
小
我
」
か
ら
「
大
我
」
を
目
指
す
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
大
我

論
の
理
論
的
な
源
泉
は
、
儒
学
の
「
人
性
論
」
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
孟
子
の
「
性
善
説
」
に
お
い
て
、
自
己
達
成
の
可
能
性
を
人
間
の
本
性
か

ら
見
出
し
て
い
る
。
彼
ら
と
同
じ
時
代
に
誕
生
し
た
多
く
の
明
治
時
代
の
思
想
家
（
例
え
ば
、
桑
木
厳
翼
、
西
田
幾
多
郎
な
ど
（
の
理
論
の
拠
り

所
は
、
幼
い
時
の
「
儒
教
的
伝
統
」
で
あ
っ
た 

（
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（

 

。

　
儒
学
思
想
か
ら
理
論
化
さ
れ
た
明
治
期
の
日
本
の
「
自
我
」
の
概
念
は
王
国
維
に
影
響
を
与
え
、
彼
の
詩
論
の
概
念
に
展
開
さ
れ
る
。「
有
我

の
境
」
と
「
無
我
の
境
」
を
通
じ
て
、
王
国
維
は
詩
に
お
け
る
「
自
我
」
に
対
す
る
思
考
を
表
し
て
い
る
。
詩
の
「
有
我
の
境
」
を
作
り
上
げ
、
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時
々
刻
々
生
き
て
い
る
「
自
我
（
感
情
（」
を
見
つ
め
る
。
そ
し
て
、
見
つ
め
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
精
神
状
態
を
知
る
。
そ
れ
を
反

省
し
続
け
て
、
孔
子
や
陶
淵
明
の
よ
う
な
理
想
的
な
人
格
を
目
指
す
。
そ
れ
は
「
無
我
の
境
」
で
あ
る
。
詩
を
作
る
こ
と
は
、
自
ら
の
内
面
を
自

省
す
る
手
段
で
も
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
作
詩
と
い
う
の
は
、
自
ら
の
精
神
修
練
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
美
的
教
育
と
な
る
。

註

（
1
（ 

最
初
は
一
九
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
一
九
〇
九
年
一
月
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
雑
誌
『
国
粋
学
報
』
の
四
〇
号
、
四
九
号
、
五
〇
号
に
お
い
て

発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
一
九
二
六
年
に
樸
社
に
よ
っ
て
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
2
（ 

本
論
文
の
「
人
間
詞
話
」
は
『
王
国
維
全
集
』（
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
広
東
教
育
出
版
社
、
浙
江
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
（
の

第
一
巻
（
四
六
一
頁
～
四
八
一
頁
（
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
基
づ
く
。

（
3
（ 

元
々
は
晩
唐
の
時
期
に
宴
会
な
ど
の
場
で
芸
者
た
ち
に
歌
わ
れ
る
歌
の
歌
詞
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
後
、
作
詞
す
る
文
人
た
ち
の
創
作
に

よ
っ
て
徐
々
に
娯
楽
の
場
か
ら
離
れ
、
中
国
の
文
学
の
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
に
成
長
し
た
。
詩
と
の
最
も
大
き
い
違
い
は
、
文
字
表
現
の
形

式
に
お
い
て
、
詩
の
場
合
は
、
五
言
、
七
言
な
ど
、
全
篇
の
各
句
は
同
一
の
文
字
数
で
あ
る
が
、
詞
は
、
各
句
の
文
字
数
は
一
定
さ
れ
ず
、

文
字
数
の
異
な
る
句
（
三
文
字
、
五
文
字
、
七
文
字
（
が
混
在
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
長
短
句
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
4
（ 

宋
代
の
有
名
な
詩
論
『
滄
浪
詩
話
』（
厳
羽
（、『
六
一
詩
話
』（
欧
陽
修
（、『
白
石
詩
話
』（
姜
夔
（
、
『
滹
南
詩
話
』
（
王
若
虚
（
な
ど
は
す

べ
て
そ
の
文
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
5
（ 

原
文：

「
一
、
詞
以
境
界
爲
最
上
。
有
境
界
則
自
成
高
格
，
自
有
名
句
。
五
代
、
北
宋
之
詞
所
以
獨
絕
者
在
此
。
」
謝
唯
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、

前
掲
著
作
、
四
六
一
頁
。

（
6
（ 

「
静
」
と
「
動
」、「
優
美
」
と
「
宏
壯
」
と
い
う
対
概
念
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
「
無
我
の
境
」
と
「
有
我
の
境
」
の
付
属
的
な
説
明

で
あ
る
。「
第
四
則：

無
我
の
境
，
人
惟
だ
靜
中
に
於
い
て
の
み
之
を
得
。
有
我
の
境
，
動
由
り
靜
に
之
く
の
時
に
於
い
て
之
れ
を
得
。
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故
に
一
は
優
美
，
一
は
宏
壯
な
り
。」
謝
唯
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
四
六
一
頁
。

（
7
（ 
例
え
ば
、
葉
嘉
瑩
「
有
我
の
境
」
は
「
人
が
我
と
い
う
意
志
を
有
し
、
外
物
と
あ
る
種
の
対
立
の
関
係
を
持
つ
時
の
境
界
だ
」
と
指
摘
し
、

「
無
我
の
境
」
は
「
人
が
自
我
の
意
志
が
滅
し
た
後
、
外
物
と
の
利
害
関
係
が
な
く
対
立
し
な
い
境
界
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
葉
嘉
瑩

「
第
二
編 
王
國
維
的
文
學
批
評 

第
三
章
《
人
間
詞
話
》
中
批
評
之
理
論
與
實
踐
　
二
、
有
關
境
界
的
一
些
其
他
問
題
」、『
王
國
維
及
其
文

學
批
評
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
、
二
三
〇
頁
参
考
。（
羅
鋼
は
「
無
我
の
境
」
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
無
欲
の
我
」
で
あ
っ

て
、「
有
我
の
境
」
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
抒
情
性
文
学
の
理
論
と
関
係
す
る
と
主
張
す
る
。（
羅
鋼
「
七
宝
楼
台
，
拆
碎
不
成
片
断；

王
国
维
〝
有
我
之
境
〟、〝
无
我
之
境
〟
说
探
源
」、『
中
国
现
代
文
学
研
究
丛
刊
』
、
二
〇
〇
六
年
第
二
期
。
（
さ
ら
に
、
二
〇
〇
九
年
に
発

表
さ
れ
た
「
本
与
末－
王
国
维
境
界
说
与
中
国
古
代
诗
学
传
统
关
系
的
再
思
考
」（『
文
史
哲
』、
二
〇
〇
九
年
、
第
一
期
（
に
お
い
て
、

王
国
維
の
「
境
界
説
」
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
認
識
美
学
の
「
直
観
説
」
の
完
全
な
応
用
で
、
中
国
の
伝
統
的
な
詩
論
を
全
く
無
視

し
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
根
拠
は
、「
我
が
物
を
観
る
」
の
「
観
る
」
と
い
う
の
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
直
観
」
だ

か
ら
と
い
う
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
8
（ 

楊
冰
、「
中
国
美
学
に
お
け
る
詩
の
心
（
境
界
（
明
治
期
日
本
の
中
国
思
想
研
究
に
よ
る
影
響
を
中
心
に
」
、『
美
学
芸
術
学
研
究
』、
東
京

大
学
美
学
芸
術
学
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
、
第
三
十
五
号
。
二
七－

七
〇
頁
。

（
9
（ 

摂
津
国
三
田
藩
士
杉
田
泰
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
一
八
七
一
年
に
神
戸
で
英
語
を
学
び
、
四
年
後
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
。
一

八
八
三
年
に
渡
米
し
、
J
．
S
．
ホ
ー
ル
に
師
事
し
て
心
理
学
・
哲
学
・
社
会
学
を
学
ん
だ
。
五
年
後
に
博
士
学
位
を
受
け
て
帰
国
し
、

帝
国
大
学
文
科
大
学
（
東
京
大
学
文
学
部
（
の
精
神
物
理
学
の
講
師
と
な
る
。
二
年
後
に
教
授
と
な
り
、
実
験
心
理
学
、
比
較
心
理
学
を

教
え
る
。
一
九
〇
五
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
心
理
学
学
会
で
「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
観
念
」
を
発
表
し
た
。
（『
日
本
思

想
史
辞
典
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
九
七
八
頁
～
九
七
九
頁
参
考
。
（
最
初
の
心
理
学
者
と
い
う
の
は
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
の

創
設
当
時
（
一
八
七
七
年
（
か
ら
課
目
と
し
て
「
心
理
学
」
が
あ
り
、
外
山
正
一
な
ど
が
教
授
に
当
っ
て
い
た
が
、
実
験
を
含
む
本
格
的
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な
心
理
学
講
義
は
、
元
良
勇
次
郎
に
よ
っ
て
初
め
て
講
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
10
（ 
王
国
維
の
「
自
序
」
に
書
か
れ
て
い
る
。
原
文
「
自
是
以
後
，
遂
為
獨
學
之
時
代
矣
。」
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
　
第
十
四
巻
、、

一
一
九
頁
。

（
11
（ 

元
良
勇
次
郎
が
帝
国
文
科
大
学
に
お
け
る
講
義
や
実
験
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
を
、『
哲
学
会
雑
誌
』
に
一
三
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ

て
い
た
。
連
載
の
第
一
回
の
冒
頭
に
「
精
神
物
理
学
ハ
精
神
ノ
現
象
ヲ
物
理
的
ヨ
リ
学
ブ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
元
良
勇
次
郎

「
精
神
物
理
学
」、『
哲
学
会
雑
誌
』
二
六
号
、
一
八
八
九
年
、
六
三
頁
（。

（
12
（ 「
精
神
物
理
学
」、
前
掲
雑
誌
五
九
号
、
一
三
七
八
頁
。

（
13
（ 

元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』、
九
九
頁
。

（
14
（ 

一
九
〇
三
年
、
王
国
維
は
ド
イ
ツ
の
生
理
学
者
、
物
理
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
（H

erm
ann Von H

elm
holtz

（
の
論

文The Theory of the C
onservation of Energy

を
「
勢
力
不
滅
論
」
と
い
う
題
名
で
訳
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
理
学
者Edm

und A
tkinson

に
よ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
の
著
作
の
英
訳Popular Lectures on Scientific Subject

に
基
づ
く
訳
文
で
あ
る
。

（
15
（ 

元
良
勇
次
郎
は
一
八
九
七
年
に
発
表
し
た
「
禅
と
心
理
学
と
の
関
係
」
と
い
う
論
文
で
「
人
心
の
構
造
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
大
同
小

異
で
あ
り
、
欧
米
の
心
理
学
で
発
見
さ
れ
た
原
理
は
ま
た
、
禅
の
説
明
に
も
応
用
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。『
元
良

勇
次
郎
著
作
集
』
第
六
巻
論
稿
（
一
八
九
〇
～
一
九
〇
〇
（
社
会
（
二
（
・
哲
学
・
倫
理
・
宗
教
（
監
修：

大
山
正
、
編
集：

『
元
良
勇

次
郎
著
作
集
』
刊
行
委
員
会
、
株
式
会
社
ク
レ
ス
出
版
（
三
五
九
頁
参
考
。

（
16
（ 

一
九
〇
五
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
万
国
心
理
学
会
議
に
発
表
さ
れ
た
「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
自
我
の
観
念
」 Idea of Ego in 

Eastern Philosophy

と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
「
東
洋
哲
学
に
お
い
て
一
種
の
心
理
学
あ
り
そ
の
心
の
分
類
法
及
其
説
明
法
は
欧
米
の

夫
と
多
少
異
な
り
仏
教
は
そ
が
固
有
の
心
理
学
を
有
し
儒
教
も
亦
特
別
の
心
理
学
を
有
す
」
と
述
べ
て
い
る
。（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演

集
』
三
九
号
、
大
日
本
図
書
（
東
京
（、
一
九
〇
五
年
、
七
頁
参
考
（
ま
た
、
『
倫
理
学
』
の
序
に
お
い
て
、
「
仲
尼
の
人
道
を
説
く
や
。
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五
常
七
情
を
以
て
其
の
心
理
的
基
礎
と
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』
、
序
一
頁
参
考
。

（
17
（ 『
倫
理
学
』
第
一
章
の
最
後
に
、
元
良
勇
次
郎
は
儒
学
の
「
性
情
心
意
論
」
と
い
う
節
を
設
け
、
孟
子
と
宋
代
の
儒
学
者
の
心
に
お
け
る

性
と
情
の
働
き
に
注
目
し
、
引
用
し
な
が
ら
説
明
を
加
え
る
。
最
後
に
「
宋
儒
の
い
う
心
は
情
を
持
っ
て
心
の
現
象
と
し
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
。『
倫
理
学
』
五
五
頁
参
考
。

（
18
（ 

三
一
七
年
～
四
二
〇
年
。

（
19
（ 

原
文：

「
結
廬
在
人
境
，
而
無
車
馬
喧
。
問
君
何
能
爾
，
心
遠
地
自
偏
。
采
菊
東
籬
下
，
悠
然
見
南
山
。
山
気
日
夕
佳
，
飛
鳥
相
与
還
。

此
中
有
真
意
，
欲
弁
已
忘
言
。」
中
国
語
と
日
本
語
の
解
釈
は
、
龔
斌
校
箋
『
陶
淵
明
集
校
箋
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
（
吉

川
幸
次
郎
、
小
川
環
樹
編
集
・
校
閲
、
一
海
知
義
注
『
中
国
詩
人
選
集
四
　
陶
淵
明
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
（、
斯
波
六
郎
『
陶
淵

明
詩
譯
註
』（
北
九
州
中
国
書
店
、
一
九
五
一
年
（
参
考
。

（
20
（ 

一
一
一
五
年
～
一
二
三
四
年
。

（
21
（ 

唐
の
李
白
や
杜
甫
、
宋
の
蘇
軾
、
朱
熹
な
ど
。

（
22
（ 

小
栗
英
一
『
中
国
詩
人
選
集
二
集
　
第
九
巻
　
元
好
問
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
二
一
頁
。 

（
23
（ 

葉
嘉
瑩
「「
從
豪
華
落
盡
見
真
淳
」
論
陶
淵
明
之
「
任
真
」
與
「
故
窮
」」、『
迦
陵
論
詩
叢
稿
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
、
三
九
頁
～

四
七
頁
参
考
。

（
24
（ 

李
剣
峰
「
豪
華
落
尽
見
真
淳：

元
好
問
与
陶
淵
明
」、『
九
江
学
院
学
報
』
第
一
六
六
期
、
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
一
頁
～
六
頁
参
考
。

（
25
（ 

陶
潜
著
、
龔
斌
校
箋
、
前
掲
著
作
、
五
〇
三
頁
。

（
26
（ 

陶
潜
著
、
龔
斌
校
箋
、
前
掲
著
作
、
二
一
二
頁
。

（
27
（ 

原
文
「
余
れ
閒
居
し
て
歡
し
み
寡
く
、
兼
う
る
に
比
ろ
夜
已
に
長
し
。
偶
た
ま
名
酒
あ
れ
ば
、
夕
と
し
て
飲
ま
ざ
る
無
し
。
影
を
顧
み
て

独
り
尽
く
し
、
忽
焉
と
し
て
復
た
醉
う
。
既
に
醉
し
後
に
は
、
輒
に
數
句
を
題
し
て
自
ず
か
ら
娛
し
む
。
」
（
余
閒
居
寡
歡
、
兼
比
夜
已
長
。
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偶
有
名
酒
、
無
夕
不
飲
。
顧
影
獨
盡
、
忽
焉
復
醉
。
既
醉
之
後
、
輒
題
數
句
自
娛
。
（

（
28
（ 
例
え
ば
、
一
の
よ
う
に
「
衰
と
栄
と
は
定
在
な
く
、
彼
此
更
ご
も
之
を
共
に
す
」
、「
人
の
道
も
毎
に
茲
く
の
如
し
、
達
人
は
其
の
会
を
解

し
」。
二
の
よ
う
に
「
固
窮
の
節
に
頼
ら
ず
ん
ば
、
百
世
当
に
誰
を
か
伝
う
べ
き
」。
三
の
よ
う
に
「
一
生
復
た
能
く
幾
ば
く
ぞ
、
速
か
な

る
こ
と
流
電
の
驚
め
く
が
如
し
」。
八
の
よ
う
に
「
吾
が
世
は
夢
幻
の
間
、
何
事
ぞ
塵
覊
に
紲
が
る
。」
九
の
よ
う
に
「
身
の
後
の
名
を
留

む
と
雖
も
、
一
生
亦
枯
槁
す
。
死
し
去
り
て
は
何
の
知
る
所
ぞ
、
心
に
称
う
を
固
よ
り
好
し
と
為
す
。
」
十
五
の
よ
う
に
「
宇
宙
は
一
に

何
ぞ
悠
た
る
、
人
生
百
に
至
る
こ
と
少
な
り
。」

（
29
（ 

陶
淵
明
の
三
十
八
歳
の
時
、
揚
子
江
の
上
流
江
陵
（
湖
北
省
（
に
陣
を
取
っ
た
軍
閥
桓
玄
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
東
晉
の
首
都
建
康

を
囲
ん
だ
。
翌
年
、
桓
玄
は
帝
位
を
奪
い
、
廃
帝
は
陶
淵
明
の
故
郷
潯
陽
に
幽
閉
さ
れ
た
。
二
年
後
陶
淵
明
の
四
十
歳
の
時
、
職
業
軍
人

の
劉
裕
が
桓
玄
を
倒
し
、
そ
の
後
東
晉
の
政
治
を
牛
耳
る
。
や
が
て
、
陶
淵
明
の
五
十
一
歳
の
と
き
、
劉
裕
は
晉
の
帝
位
を
簒
奪
し
、
自

ら
の
宋
の
国
を
建
て
た
。

（
30
（ 

吉
川
幸
次
郎
、
小
川
環
樹
編
集
・
校
閲
、
一
海
知
義
注
、
前
掲
著
作
、
四
五
頁
。

（
31
（ 

こ
の
二
句
は
当
時
流
行
っ
て
い
た
、
老
荘
思
想
が
中
心
と
す
る
玄
学
の
思
想
に
よ
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
外
側
の
形
跡
に

拘
ら
ず
、
超
然
と
し
て
累
な
し
の
心
境
を
求
め
る
」。
龔
斌
校
箋
、
前
掲
著
作
、
二
二
〇
頁
参
考
。
原
文：

「
心
遠
地
偏
之
意
乃
屬
魏
晉

玄
學
之
範
疇
。
魏
晉
隱
逸
之
風
極
盛
，
玄
學
改
變
了
隱
居
乃
逃
於
江
海
之
上
以
避
世
之
舊
觀
念
，
指
導
人
們
不
執
著
於
外
在
行
跡
，
而
無

追
求
心
境
之
超
然
無
累
。
倘
內
心
超
脫
，
則
隱
於
市
朝
與
隱
於
巖
穴
無
異
。」
同
時
代
の
他
の
詩
人
に
も
「
小
隠
は
陵
藪
に
隠
れ
、
大
隠

は
朝
市
に
隠
る
（
小
隱
隱
陵
藪
、
大
隠
隠
朝
市
（」（
王
康
琚
「
反
招
隠
詩
」
（
と
、
真
の
隠
者
は
人
里
離
れ
た
山
中
な
ど
に
隠
れ
住
ま
ず
、

か
え
っ
て
俗
人
に
ま
じ
っ
て
町
中
で
超
然
と
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

（
32
（ 

そ
れ
以
外
、
宋
代
の
『
陶
淵
明
集
』（
曾
集
刻
本
（
及
び
清
代
の
『
陶
淵
明
集
』（
莫
友
芝
題
咸
豐
旌
德
李
文
韓
影
刻
汲
古
閣
藏
十
卷
本
（

に
も
、
本
文
の
「
見
」
の
注
釈
に
「
望
」
の
説
も
あ
る
と
つ
け
て
い
る
。
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（
33
（ 

原
文
「「
採
菊
東
籬
下
，
悠
然
見
南
山
。」
因
採
菊
而
見
山
，
境
与
意
會
，
此
句
最
有
妙
處
。
近
歲
俗
本
皆
作
「
望
南
山
」，
則
此
一
篇
神

氣
都
索
然
矣
。」

（
34
（ 
田
中
慶
太
郎
『
支
那
文
を
讀
む
爲
の
漢
字
典
』、
山
本
書
店
出
版
部
研
文
出
版
、
一
九
四
〇
年
、
五
〇
九
頁
。

（
35
（ 

斯
波
六
郎
は
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。「
見
る
も
の
を
し
て
、
か
く
悠
然
た
ら
し
め
た
の
は
何
か
、
と
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
南

山
そ
の
も
の
が
醸
し
出
さ
れ
る
気
分
だ
と
い
へ
よ
う
。
し
て
み
れ
ば
、「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
と
は
、
即
ち
「
悠
然
と
し
て
を
る

南
山
を
見
る
」
こ
と
に
外
な
ら
な
い
と
も
い
へ
る
の
で
あ
る
。
か
う
な
る
と
、
淵
明
が
南
山
な
の
か
、
南
山
が
淵
明
な
の
か
、
そ
の
区
別

が
つ
か
な
い
。」
前
掲
著
作
、
六
二
頁
。

（
36
（ 

原
文：

「
栖
栖
た
る
失
群
の
鳥
、
日
暮
れ
て
猶
お
独
り
飛
ぶ
。
徘
徊
し
て
定
止
無
く
、
夜
夜
声
は
転
た
悲
し
む
。
厲
響
清
遠
を
思
い
、
去

来
何
ぞ
依
依
た
る
。
孤
生
の
松
に
値
え
る
に
因
り
、
翩
を
斂
め
て
遥
か
に
来
た
り
帰
る
。
勁
風
に
栄
木
無
も
、
此
の
蔭
は
独
り
衰
え
ず
。

身
を
託
す
る
に
已
に
所
を
得
た
り
、
千
載
相
ひ
違
は
ざ
ら
ん
。（
栖
栖
失
群
鳥
，
日
暮
猶
獨
飛
。
徘
徊
無
定
止
，
夜
夜
聲
轉
悲
。
厲
響
思

清
遠
，
去
來
何
依
依
。
因
值
孤
生
松
，
斂
翩
遙
來
歸
。
勁
風
無
榮
木
，
此
蔭
獨
不
衰
。
託
身
已
得
所
，
千
載
不
相
違
。（
」

（
37
（ 

例
え
ば
、「
飲
酒
そ
の
八
」
の
よ
う
に
「
青
松
東
園
あ
り
、
衆
草
其
の
姿
を
没
す
る
。
凝
霜
の
異
類
を
殄
く
す
と
き
、
卓
然
と
し
て
高
枝

を
見
わ
す
。」「
飲
酒
そ
の
十
七
」
の
よ
う
に
「
幽
蘭
前
庭
に
生
じ
、
薫
を
含
ん
で
清
風
を
待
つ
。
清
風
脱
然
と
し
て
至
ら
ば
、
蕭
艾
の
中

よ
り
別
た
れ
ん
。」

（
38
（ 

陶
潜
著
、
龔
斌
校
箋
、
前
掲
著
作
、
二
二
三
頁
。

（
39
（ 

聖
人
は
、
説
明
を
す
る
が
、
理
屈
を
言
わ
な
い
。

（
40
（ 

真
理
と
な
る
「
道
」
は
、
言
語
で
言
い
表
せ
な
い
。

（
41
（ 

原
文
「
父
老
雑
乱
し
て
言
い
、
觴
酌
行
次
を
失
す
。
覚
え
ず
我
れ
有
る
を
知
る
を
、
安
ん
ぞ
知
ら
ん
物
を
貴
し
と
為
す
を
。
悠
々
た
る
は

留
ま
る
所
に
迷
う
、
酒
中
深
味
あ
り
。」
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（
42
（ 

宋
代
の
曾
集
刻
本
、
魯
銓
刻
蘇
写
大
字
本
、
及
び
清
代
の
莫
友
芝
題
咸
豐
旌
德
李
文
韓
影
刻
汲
古
閣
藏
十
卷
本
の
『
陶
淵
明
集
』
に
お
い

て
は
、
注
釈
に
「
忽
」
の
説
が
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。

（
43
（ 
原
文：

「
故
人
重
分
携
，
臨
流
駐
帰
駕
。
乾
坤
展
清
眺
，
萬
景
若
相
借
。
北
風
三
日
雪
，
太
素
秉
元
化
。
九
山
鬱
崢
嶸
，
了
不
受
陵
跨
。

寒
波
澹
澹
起
，
白
鳥
悠
悠
下
。
懐
帰
人
自
急
，
物
態
本
閑
暇
。
壺
觴
負
吟
嘯
，
塵
土
足
悲
吒
。
回
首
亭
中
人
，
平
林
淡
如
畫
。」
詩
の
解

釈
は
、
劉
逸
生
主
編
、
陳
沚
齋
選
注
『
中
國
歷
代
詩
人
選
集 

元
好
問
詩
選
』（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
香
港
分
店
、
一
九
八
四
年
（、

郝
樹
侯
選
注
『
元
好
問
詩
選
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
三
年
（、
狄
寶
心
注
、『
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書 

元
好
問
詩
編
年
校
注
』

中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
参
考
。

（
44
（ 

「
當
久
別
嵩
山
自
外
地
辭
官
歸
來
路
經
陽
翟
諸
人
餞
別
時
作
。」
狄
寶
心
注
、
前
掲
著
作
、
三
四
一
頁
。

（
45
（ 

潁
水
（
河
南
省
（
と
い
う
川
の
上
流
に
あ
る
潁
亭
。

（
46
（ 

詩
の
副
題
に
李
治
、
張
粛
、
王
元
亮
の
三
人
の
友
人
と
「
韻
を
分
け
て
「
畫
」
の
字
を
得
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
韻
を
分
け
る
と
い
う

の
は
、
数
人
同
時
に
詩
を
作
る
方
法
で
あ
る
。
具
体
的
に
ま
ず
幾
つ
か
の
韻
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
韻
を
分
け
、
そ
の
韻
に
従
っ

て
作
詩
を
す
る
。

（
47
（ 「
相
憑
藉
。
詩
意
謂
人
與
自
然
界
相
互
聯
繫
，
統
一
。」
劉
逸
生
主
編
、
陳
沚
齋
選
注
、
前
掲
著
作
、
一
八
三
頁
。

（
48
（ 

太
素
と
い
う
語
は
、
最
初
『
列
子
・
天
瑞
』
に
登
場
し
て
い
る
。「
太
素
者
、
質
之
始
也
。
」
『
易
緯
・
乾
坤
鑿
度
』
に
お
い
て
は
「
太
初
者
，

氣
之
始
也；

太
始
者
，
形
之
始
也；

太
素
者
，
物
之
始
也
。」「
形
成
天
地
萬
物
的
質
素
。」
劉
逸
生
主
編
、
陳
沚
齋
選
注
、
前
掲
著
作
、

一
八
三
頁
。

（
49
（ 

陳
子
昂
の
詩
『
感
遇
』
に
「
古
之
得
仙
道
，
信
與
元
化
並
。」
が
あ
る
。

（
50
（ 

吉
川
幸
次
郎
、
小
川
環
樹
編
集
・
校
閲
、
一
海
知
義
注
、
前
掲
著
作
、
一
八
〇
頁
～
一
八
三
頁
。

（
51
（ 

河
南
省
の
西
部
に
あ
る
轘
轅
、
潁
谷
、
告
成
、
少
室
、
大
箕
、
大
陘
、
大
熊
、
大
茂
、
具
茨
と
い
う
九
つ
の
山
で
あ
る
。
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（
52
（ 

劉
逸
生
主
編
、
陳
沚
齋
選
注
、
前
掲
著
作
、
六
頁
。

（
53
（ 「
史
記
に
は
、
韓
信
が
微
な
り
し
時
人
の
跨
下
を
出
で
し
こ
と
。
出
征
す
る
前
の
韓
信
が
チ
ン
ピ
ラ
に
胯
潜
り
さ
れ
た
侮
辱
。
」
田
中
慶
太

郎
、
前
掲
著
作
、
五
四
〇
頁
。

（
54
（ 

劉
逸
生
主
編
、
陳
沚
齋
選
注
、
前
掲
著
作
、
四
頁
。

（
55
（ 

鴎
や
鷺
な
ど
の
白
い
羽
の
鳥
。

（
56
（ 

田
中
慶
太
郎
、
前
掲
著
作
、
一
七
二
頁
。

（
57
（ 

直
訳
す
る
意
味
は
、「
吟
嘯
の
気
持
ち
が
あ
る
が
、
此
の
別
れ
の
杯
し
か
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
旅
、
俗
世
の
生
活
は
十
分
悲
し
い
も
の
だ
。」

劉
逸
生
主
編
、
陳
沚
齋
選
注
、
前
掲
著
作
、
一
八
三
頁
。

（
58
（ 「
飲
酒
」
と
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
。

（
59
（ 「
声
符
の
攸
は
、
人
の
背
後
に
水
を
か
け
て
滌
い
、
身
を
清
め
る
こ
と
で
、
み
そ
ぎ
す
る
意
。
そ
の
み
そ
ぎ
を
終
え
て
、
心
の
伸
び
や
か

と
な
っ
た
状
態
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
修
潔
し
た
心
の
安
ら
ぎ
、
つ
つ
ま
し
い
状
態
」
だ
と
い
う
。
白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社
、
一

九
八
四
年
、
八
三
六
頁
。

（
60
（ 

原
文
「
聖
人
所
以
能
一
萬
物
之
情
者
，
謂
其
能
反
觀
也
。
所
以
謂
之
反
觀
者
，
不
以
我
觀
物
也
。
不
以
我
觀
物
者
，
以
物
觀
物
之
謂
也
。

既
能
以
物
觀
物
，
又
安
有
我
於
其
間
哉
」
此
之
謂
也
。
其
詠
之
於
詩
者
，
則
如
陶
淵
明
詩
云
。」
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
　

第
十
四
巻
、
十
五
頁
。

（
61
（ 

原
文
「
特
如
文
學
中
之
詩
歌
一
門
，
尤
與
哲
學
有
同
一
之
性
質
。
其
所
欲
解
釋
者
，
皆
宇
宙
人
生
上
之
根
本
問
題
，
不
過
其
解
釋
之
方
法
，

一
直
觀
的
，
一
思
考
的；

一
頓
悟
的
，
以
合
理
的
。」
一
九
〇
六
年
に
発
表
し
た
文
章
「
奏
定
經
學
科
大
學
文
學
科
大
學
章
程
書
後
」。
謝

維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作

　
第
十
四
巻
、
三
七
頁
。

（
62
（ 

王
国
維
が
カ
ン
ト
及
び
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
「
直
観
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
時
に
「
直
観
」
の
後
ろ
に
「perception

」
と
い
う
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英
語
を
つ
け
る
。
し
か
し
、perception

と
い
う
英
語
は
、
彼
の
心
理
学
の
訳
書
に
見
ら
れ
る
心
理
学
の
用
語
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二
年

に
翻
訳
し
た
元
良
の
『
心
理
学
』
と
『
倫
理
学
』
の
最
後
に
、
王
国
維
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
作
っ
た
英
語
と
中
国
語
の
対
訳
表
を
つ
け
て
い

る
。
そ
の
中
にperception

と
い
う
英
語
の
訳
語
は
、
両
方
と
も
心
理
学
用
語
の
「
知
覚
」
と
訳
し
て
い
る
（
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、

前
掲
著
作
　
第
十
七
巻
、
四
六
〇
頁
。
第
十
六
巻
、
七
四
五
頁
。（

 

　
王
国
維
の
「
知
覚
」
に
対
す
る
理
解
は
、
元
良
の
『
倫
理
学
』
に
お
け
る
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
知
覚
と
は
「
外
物
直
ち
に
外

官
を
刺
激
し
心
之
に
反
應
す
る
こ
と
で
あ
る
。」
一
九
〇
五
年
に
発
表
さ
れ
た
王
国
維
の
文
章
「
論
新
学
語
之
輸
入
」
に
お
い
て
も
、
王

国
維
は
「
直
観
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
「intuition

」
に
つ
い
て
「
耳
、
鼻
、
眼
、
口
、
体
と
い
う
五
官
の
作
用
に
心
の
作
用
が
加
え
た
も
の
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訳
語
の
「
観
」
と
い
う
の
は
目
と
い
う
感
官
だ
け
働
く
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
が
、「
心
」
の
作
用
も
加
え

ら
れ
て
い
る
と
、
王
国
維
が
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
目
に
よ
る
「
観
る
」
の
で
は
な
く
、
心
に
よ
る
「
観
る
」
。
つ
ま
り
、
彼
のintuition

に
対
す
る
理
解
は
心
理
学
のperception

で
、
元
良
の
「
知
覚
」
で
あ
る
。

（
63
（ 

原
文
「
之
人
也
，
之
境
也
，
固
將
磅
礴
萬
物
以
為
一
，
我
即
宇
宙
，
宇
宙
即
我
也
。
光
風
霽
月
不
足
以
喻
其
明
，
泰
山
華
嶽
不
足
以
語
其

高
、
南
溟
渤
澥
不
足
以
比
其
大
。」
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
　
第
十
四
巻
、
十
七
頁
。

（
64
（ 

原
文
「 

此
時
之
境
界
，
無
希
望
，
無
恐
怖
，
無
內
界
之
爭
鬥
，
無
利
無
害
，
無
人
無
我
，
不
隨
繩
墨
，
而
自
合
於
道
德
之
法
則
。
一
人

如
此
，
則
優
入
聖
域；

社
會
如
此
，
則
成
華
胥
之
國
。」
謝
維
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
　
第
十
四
巻
、
十
七
頁
。

（
65
（ 

吉
田
賢
抗
『
新
釈
漢
文
大
系

　
第
一
巻

　
論
語
』、
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
年
、
四
一
頁
。

（
66
（ 「
安
ん
じ
て
之
を
行
い
」
は
儒
学
の
経
典
と
さ
れ
て
い
る
、
四
書
の
一
つ
の
「
中
庸
」
の
言
葉
で
あ
る
。
「
中
庸
」
は
『
礼
記
』
の
一
篇
で
、

そ
の
作
者
は
孔
子
で
は
な
く
、
子
思
と
さ
れ
て
い
る
。
王
国
維
は
「
中
庸
」
の
思
想
的
な
源
泉
が
孔
子
だ
と
判
断
し
、「
安
ん
じ
て
之
を

行
い
」
を
孔
子
の
美
育
思
想
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
67
（ 

赤
塚
忠
、
文
入
宗
義
、
田
中
忠
『
新
釈
漢
文
大
系

　
第
二
巻

　
大
学
中
庸
』
、
明
治
書
院
、
一
九
六
七
年
、
二
六
四
頁
。
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（
68
（ 

元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』、
二
五
六
頁
。

（
69
（ 
原
文
「
自
我
ナ
ル
観
念
ハ
確
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
ソ
ノ
變
化
ス
ル
ヤ
知
ル
可
キ
ナ
リ
」
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
二
五
六
頁
。

（
70
（ 
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
二
五
六
頁
。

（
71
（ 

原
文
「
主
観
的
自
我
ト
ハ
人
ノ
主
観
的
存
在
ヲ
指
ス
ナ
リ
。
故
ニ
其
主
観
的
活
動
ノ
大
小
ニ
ヨ
リ
テ
自
我
ノ
範
囲
モ
亦
大
小
ヲ
生
ズ
ル
ナ

リ
。
教
育
ヲ
受
ケ
知
識
ヲ
広
ク
シ
思
想
ヲ
大
ニ
シ
知
識
感
情
ノ
嗜
好
ヲ
高
ク
シ
他
人
ト
共
ニ
楽
ミ
或
ハ
憂
フ
ル
ガ
如
キ
人
ニ
在
り
て
は
リ

テ
ハ
其
自
我
ハ
則
チ
善
ク
発
達
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
尚
進
ン
デ
物
質
世
界
ノ
理
ヲ
究
メ
宇
宙
ノ
構
造
ヲ
悟
リ
、
吾
人
々
類
ノ
起
原
ヨ
リ
社

会
ノ
構
造
等
ヲ
知
ル
ニ
至
リ
テ
、
漸
々
自
我
ノ
範
囲
ヲ
擴
ム
ベ
シ
。
且
又
知
識
ヲ
廣
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
之
ト
同
時
ニ
廣
大
ナ

ル
感
應
ノ
情
ヲ
養
成
シ
社
会
ニ
對
ス
ル
所
ノ
自
我
ヲ
モ
廣
ク
シ
テ
以
テ
愈
自
我
ノ
範
圍
ヲ
擴
ム
ベ
シ
。
」
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
二

五
六
頁
。

（
72
（ 

十
四
冊
の
参
考
書
の
中
、
元
良
勇
次
郎
の
『
倫
理
学
』
が
あ
っ
た
。

（
73
（ 

元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
講
話：

中
等
教
育
　
前
編
』、
右
文
館
、
一
一
頁
。

（
74
（ 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
後
編
、
三
八
八
。

（
75
（ 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
前
篇
、
二
一
頁
。

（
76
（ 

原
文
「
具
体
的
に
知
識
を
拡
め
て
原
因
結
果
の
法
を
明
ら
め
、
自
己
の
行
為
よ
り
生
ず
る
結
果
の
善
悪
を
判
断
し
、
或
は
意
志
作
用
を
練

習
し
、
或
は
高
尚
な
る
嗜
好
を
養
成
し
て
、
精
神
の
全
力
を
之
に
注
ぐ
等
、
種
々
の
手
段
を
用
い
て
益
々
精
神
活
動
の
度
を
増
加
し
、
之

と
同
時
に
そ
の
活
動
を
適
当
に
制
裁
す
可
き
な
り
。
決
し
て
活
動
を
減
少
せ
し
む
る
が
如
き
と
あ
る
可
ら
ざ
る
な
り
。」
元
良
勇
次
郎
、

前
掲
著
作
、
二
九
頁
。

（
77
（ 

原
文
「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
此
等
の
教
義
及
其
組
織
の
研
究
が
唯
に
好
奇
心
を
満
足
せ
し
む
る
の
み
に
あ
ら
ず
又
人
性
の
研
究
及
び
教
育

方
法
に
対
し
て
多
少
貢
献
す
る
處
あ
ら
ん
こ
と
を
断
言
す
る
に
憚
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
元
良
勇
次
郎
「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
観
念
」、



132

『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』
三
五
号
、
一
九
〇
五
年
、
八
頁
。

（
78
（ 
原
文
「
孟
子
曰
く
人
性
は
先
天
的
に
善
な
り
と
、
彼
の
有
名
な
る
四
端
の
教
義
よ
り
て
其
命
題
を
立
証
せ
り
即
ち
惻
隱
の
心
は
仁
の
端
な

り
、
羞
悪
の
心
は
義
の
端
な
り
、
辞
譲
の
心
は
礼
の
端
な
り
、
是
非
の
心
は
知
の
端
な
り
と
、
儒
教
に
於
い
て
は
仁
義
礼
智
を
以
て
四
大

徳
と
な
す
、
其
に
対
し
て
孟
子
は
幼
年
の
時
顕
れ
る
単
簡
な
る
感
情
は
此
等
の
四
端
な
る
こ
と
を
示
さ
ん
と
つ
と
め
た
り
而
し
て
人
は
外

部
の
悪
影
響
に
接
す
る
よ
り
人
心
固
有
の
光
を
失
ひ
邪
道
に
踏
迷
ふ
者
と
考
へ
た
り
」
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
論
文
、
七
頁
。

（
79
（ 

原
文
「
孟
子
ノ
所
謂
四
端
ヲ
以
テ
之
ヲ
考
フ
ル
ニ
自
発
ノ
感
情
ヲ
以
テ
性
ト
ナ
シ
、
是
レ
善
ナ
リ
ト
看
做
ス
ニ
似
タ
リ
ト
。」
、「
孟
子
は

心
を
分
解
し
て
其
本
質
の
善
な
る
を
論
じ
、
荀
子
は
歴
史
上
よ
り
之
を
論
じ
て
未
開
時
代
の
争
乱
を
生
ぜ
し
め
た
る
も
の
は
則
ち
人
の
本

性
な
り
と
す
。」、「
皆
是
れ
意
志
作
用
以
外
の
天
然
的
及
び
生
理
的
作
用
と
密
に
関
係
せ
る
情
発
生
の
有
様
を
指
し
て
論
ず
る
も
の
な
る

が
如
し
。」
元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
』、
三
七
九
頁
、
四
四
〇
頁
。

（
80
（ 

原
文
「
真
如
は
自
我
の
本
躰
に
し
て
」、
元
良
勇
次
郎
、「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
自
我
の
観
念
」
、
八
一
頁
。

（
81
（ 

原
文
「
心
的
実
在
の
直
接
経
験
な
り
」、「
情
意
生
活
は
智
力
よ
り
も
更
ら
に
根
本
的
な
り
」
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
論
文
、
八
二
頁
。

（
82
（ 

原
文
「
東
洋
哲
学
の
語
を
用
い
れ
ば
そ
は
水
に
し
て
知
識
や
欲
望
や
目
的
等
の
如
き
は
其
上
に
形
造
ら
る
べ
き
波
の
如
し
と
や
云
は
ん
」

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
論
文
、
六
五
頁
。

（
83
（ 

元
良
勇
次
郎
、「
情
の
力
」、『
元
良
勇
次
郎
著
作
集
』
第
五
巻
、
一
八
九
頁
～
一
九
五
頁
。

（
84
（ 

元
良
勇
次
郎
、「
東
洋
哲
学
に
於
け
る
自
我
の
観
念
」、
一
三
頁
。

（
85
（ 

王
国
維
「
孟
子
の
倫
理
説
」、『
教
育
世
界
』
一
九
〇
六
年
第
一
四
期
、
一
頁
～
一
二
頁
。

（
86
（ 

原
文
「
屬
孟
子
之
倫
理
說
中
之
心
理
論
性
理
論
方
面
。
而
以
之
為
其
倫
理
說
中
或
德
育
之
基
礎
，
此
為
中
國
倫
理
史
上
極
當
注
意
之
事
。」

王
国
維
、
前
掲
論
文
、
六
頁
。

（
87
（ 

原
文
「
則
孟
子
意
中
似
又
謂
吾
人
之
生
而
既
有
者
非
仁
義
禮
智
之
德
惟
既
有
其
衝
動
感
情
而
適
宜
擴
充
之
則
足
以
達
於
仁
義
禮
智
之
德
或
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觀
念
云
爾
。」
王
国
維
、
前
掲
論
文
、
七
頁
。

（
88
（ 
原
文
「
但
彼
之
意
中
實
亦
別
性
為
二
，
即
一
為
理
想
之
性
但
發
展
其
即
可
現
完
全
之
德
，
一
為
含
於
情
中
之
性
雖
現
實
而
未
完
全
。
而
前

者
即
為
後
者
所
當
達
之
目
的
。」
王
国
維
、
前
掲
論
文
、
七
頁
。

（
89
（ 

元
良
勇
次
郎
「
第
十
九
　
心
理
学
上
に
よ
り
見
た
る
品
性
の
修
養
」、『
論
文
集
』
、
弘
道
館
、
一
九
〇
九
年
、
五
一
七
頁
。

（
90
（ 

原
文
「
宋
学
に
お
い
て
は
本
然
の
性
と
気
質
の
性
と
い
う
者
を
区
別
し
て
入
り
ま
す
が
、
そ
の
細
や
か
な
解
釈
の
当
否
は
兎
に
角
、
現
時

の
心
理
学
の
言
葉
で
言
え
ば
思
想
系
統
と
気
質
と
で
あ
る
。
此
等
相
互
間
の
調
和
と
い
う
者
は
此
は
よ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
論
文
、
五
一
〇
頁
。

（
91
（ 

原
文
「
有
我
之
境
，
以
我
觀
物
，
故
物
皆
著
我
之
色
彩
。
無
我
之
境
，
以
物
觀
物
，
故
不
知
何
者
為
我
，
何
者
為
物
。
古
人
為
詞
，
寫
有

我
之
境
者
為
多
，
然
未
始
不
能
寫
無
我
之
境
，
此
在
豪
傑
之
士
能
自
樹
立
耳
。」
謝
唯
揚
、
房
鑫
亮
主
編
、
前
掲
著
作
、
四
六
一
頁
。 

（
92
（ 

田
中
慶
太
郎
、
前
掲
著
作
、
五
二
八
頁
。「
英
な
り
。
智
の
百
人
に
過
ぐ
る
の
を
豪
と
い
ふ
。「
豪
傑
」
の
如
し
。
」

（
93
（ 

原
文
「
三
聖
は
い
ず
れ
も
一
種
の
豪
傑
で
あ
り
、
偉
大
な
功
を
建
て
た
人
で
あ
る
」
。
「
歴
史
上
に
孔
夫
子
と
云
う
偉
人
が
出
て
、
そ
の
影

響
は
支
那
を
震
撼
し
、
ひ
い
て
は
我
が
日
本
に
及
び
、
そ
の
功
業
が
偉
大
な
こ
と
は
今
更
私
が
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
お
よ
そ
世

界
で
宗
教
、
教
育
、
道
徳
、
政
治
な
ど
に
関
し
て
名
が
あ
る
聖
人
の
中
で
、
釈
迦
、
孔
子
、
蘇
克
刺
底
、
基
督
の
四
人
は
そ
の
著
し
い
者

だ
ろ
う
。」
元
良
勇
次
郎
「
孔
子
の
精
神
に
関
し
て
所
感
を
述
べ
る
」、『
元
良
勇
次
郎
著
作
集
』
第
六
巻
論
稿
（
一
八
九
〇
～
一
九
〇
〇
（

社
会
（
2
（
・
哲
学
・
倫
理
・
宗
教
（
監
修：

大
山
正
、
編
集：

『
元
良
勇
次
郎
著
作
集
』
刊
行
委
員
会
、
株
式
会
社
ク
レ
ス
出
版
（
三

二
五
頁
、
三
二
三
頁
。

（
94
（ 

そ
れ
ぞ
れ
は
、
一
八
九
三
年
、
一
八
九
四
年
、
一
八
九
八
年
の
郷
試
。
袁
英
光
、
劉
寅
生
『
王
国
維
年
表
長
編
』
参
考
。

（
95
（ 

原
文
「
安
得
吾
喪
我
、
表
裏
同
澄
瑩
。
繊
雲
帰
大
壑
、
皓
月
行
太
清
。」

（
96
（ 

原
文
「
欲
覓
吾
心
已
自
難
、
更
從
何
處
把
心
安
。
詩
緣
病
輟
弥
無
頼
、
憂
与
生
来
詎
有
端
。
」
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（
97
（ 

原
文
「
私
は
変
遷
の
最
も
激
し
い
世
の
中
に
青
年
期
を
送
っ
た
者
で
あ
り
ま
す
。
一
定
の
方
針
の
立
っ
た
教
育
を
受
く
べ
き
時
代
に
、
維

新
の
革
命
が
始
ま
り
前
に
は
萬
世
不
易
の
様
に
思
う
て
居
た
藩
制
と
い
う
も
の
が
廃
せ
ら
れ
て
日
本
の
国
家
全
体
の
上
に
大
変
動
が
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
詰
り
取
付
く
處
を
失
う
た
訳
で
、
そ
れ
が
為
に
或
は
倫
理
上
の
考
、
或
は
宗
教
上
の
考
と
い
ふ
者
が
大
に
動

い
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。」
ま
た
は
「
自
分
の
心
に
取
っ
て
は
重
大
な
事
柄
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
儒
教
が
宜
し
い
の
で
あ
る
か
或
は
一

か
ら
十
ま
で
全
然
西
洋
思
想
が
宜
し
い
の
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
大
に
迷
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。」
元
良
勇
次
郎
、
前
掲
論
文
、

五
一
三
頁
～
五
一
四
頁
。

（
98
（ 

原
文
「
学
問
実
業
教
育
政
治
及
び
社
会
一
般
の
組
織
等
、
皆
外
国
の
新
刺
激
に
よ
り
て
大
に
興
奮
し
た
る
も
の
な
り
と
す
。
さ
れ
ば
凡
て

そ
の
思
想
を
外
国
に
仰
ぎ
、
事
物
に
就
き
て
困
難
な
る
事
柄
起
れ
ば
、
自
己
に
反
省
し
て
其
理
を
明
か
に
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
西
洋
を
巡

し
て
、
西
洋
の
状
態
を
見
、
こ
れ
に
依
り
て
其
問
題
を
解
釈
せ
ん
と
す
る
は
一
般
の
状
態
な
り
。」
元
良
勇
次
郎
『
倫
理
学
講
話：

中
等

教
育
　
後
編
』、
三
九
六
頁
。

（
99
（ 

元
良
勇
次
郎
、
前
掲
著
作
、
三
九
七
頁
～
三
九
八
頁
。

（
100
（ 

井
上
哲
次
郎
『
倫
理
と
宗
教
と
の
関
係
』、
富
山
房
、
一
九
〇
二
年
、
九
七
頁
～
九
九
頁
。

（
101
（ 

こ
の
井
上
哲
次
郎
の
「
小
我
」
と
「
大
我
」
に
つ
い
て
、
元
良
勇
次
郎
は
「
加
藤
博
士
の
愛
己
心
説
及
び
其
評
論
し
て
井
上
博
士
の
大
我

説
に
及
ぶ
」
に
お
い
て
自
ら
の
用
語
で
再
定
義
を
す
る
。「
小
我
」
と
は
「
こ
の
身
体
を
主
と
し
一
身
の
利
害
に
関
す
る
経
験
を
対
象
と

し
て
作
っ
た
系
統
で
あ
る
。」「
大
我
」
と
は
「
大
実
在
の
観
念
を
主
と
し
我
々
の
経
験
を
広
く
包
含
し
た
も
の
を
客
と
し
た
系
統
で
あ
る
」

前
掲
著
作
、
四
三
四
頁
。

（
102
（ 

渡
辺
和
靖
「
元
良
勇
次
郎
に
お
け
る
自
然
と
人
間－

明
治
に
お
け
る
科
学
的
精
神
の
軌
道
」、『
元
良
勇
次
郎
著
作
集

　
別
巻
Ⅰ
』、
五
二

二
頁
。
原
文
「
元
良
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
新
し
い
倫
理
を
求
め
、
や
が
て
そ
こ
か
ら
離
れ
、
科
学
的
な
研
究
を
通
し
て
新
し
い
倫
理
の
根

拠
を
探
求
し
て
い
っ
た
道
筋
が
ト
レ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
そ
の
道
案
内
を
し
た
の
は
、
東
洋
哲
学
と
り
わ
け
仏
教
思
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想
で
あ
っ
た
。」
そ
し
て
『
明
治
思
想
史
ー
儒
教
的
伝
統
と
近
代
認
識
論
』（
株
式
会
社
ペ
リ
カ
ン
社
、
一
九
七
八
年
（
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
西
田
の
場
合
に
お
い
て
も
、
桑
木
の
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
思
想
形
成
に
当
た
っ
て
、
儒
教
的
伝
統
が
極
め
て

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
単
に
思
想
形
成
の
一
要
素
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
少
年
時
代

の
生
活
全
体
を
通
じ
て
の
直
接
体
験
と
し
て
彼
ら
の
精
神
の
内
奥
に
深
く
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
事
象
は
、
単
に

西
田
や
桑
木
の
特
殊
な
経
験
と
い
う
の
で
は
な
く
、
明
治
初
年
に
生
ま
れ
た
知
識
人
一
般
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。」
一

六
頁
。
ま
た
「
明
治
初
年
に
生
ま
れ
明
治
後
期
に
活
躍
す
る
思
想
家
た
ち
の
精
神
の
内
奥
に
、
直
接
体
験
と
し
て
、
儒
教
を
中
核
と
す
る

近
世
的
伝
統
が
獲
得
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
以
前
に
生
ま
れ
た
明
治
の
思
想
家
た
ち
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
大
き
な
確
実
性

を
も
っ
て
言
え
る
。
い
わ
ば
、
明
治
と
い
う
時
代
が
、
思
想
史
学
の
対
象
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、
明
治
人
た
ち
の
精
神
の
根
底
に
存
す

る
共
通
の
体
験－

儒
教
体
験
を
根
拠
と
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
頁
。


